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８
月
１
日
は
、「
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検
の
日
」

あ
な
た
の
お
宅
の
省
エ
ネ
度
は
、
果
た
し
て
…
…
？

毎
月
１
日
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日 

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
」
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
対
策
推
進
会
議
が

１
９
８
０(

昭
和
55)

年
３
月
25
日
に
制

定
し
た
も
の
で
、
こ
の
年
の
４
月
１
日
か

ら
「
毎
月
１
日
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
」

と
し
て
各
省
庁
を
は
じ
め
と
し
て
、
積
極

的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
」
が
制
定
さ
れ

た
１
９
８
０
年
代
の
は
じ
め
は
、
70
年
代

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
大
型
不
況
も
沈
静

化
し
た
時
代
で
、
そ
ろ
そ
ろ
地
球
規
模
で

省
エ
ネ
の
事
を
考
え
て
み
よ
う
と
言
う
声

が
高
ま
っ
て
き
た
時
期
で
し
た
。「
地
球

の
化
石
資
源
節
約
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
使
っ
て
節
約
し
よ
う
」
と
、
区

切
り
の
よ
い
１
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
資
源
に
乏
し
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ

の
他
の
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存

し
て
い
る
わ
が
国
に
と
っ
て
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
は
特
に
重
要
な
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
、８
月
１
日
を
「
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
点
検
の
日
」、
２
月
１
日
を
「
冬
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検
の
日
」、
毎
年
２
月

を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
と
制
定
し
、

国
全
体
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
は

「
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検
の
日
」 

　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
聞
い
て
み
な
さ

ん
は
何
を
連
想
し
ま
す
か
。
家
庭
で
日
常

使
っ
て
い
る
電
気
機
器
を
思
い
浮
か
べ
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
家
庭
で
は
、
電
気
の
約
７
割

は
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
、
テ

レ
ビ
の
４
つ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
25
％
以
上
を
占
め
る
エ
ア
コ
ン
は

夏
と
冬
に
活
躍
す
る
電
気
機
器
で
す
。

　

国
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
く
使
わ
れ

る
夏
と
冬
に
そ
れ
ぞ
れ
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
点
検
の
日
」
を
設
け
、
日
頃
取
り
組
ん

で
い
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
の
総
点

検
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

消
費
電
力
量
の
多
い
機
器
を
使
う
時
期

こ
そ
、
き
ち
ん
と
対
応
す
る
こ
と
が
、
省

エ
ネ
効
果
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
。
わ
た
し

た
ち
も
「
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検
の

日
」
を
機
に
、身
の
回
り
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

点
検
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
、

わ
が
家
の
省
エ
ネ
度

　

左
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
表
は
、
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
、
今
す

ぐ
に
で
も
実
践
で
き
る
省
エ
ネ
行
動
を
表

に
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
表
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
の
あ
な
た
の
ご
家
庭
の
省
エ
ネ

度
が
判
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
度
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、結
果
の
数
字
や
「
は

い
」
と
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
項
目
を
注
意

し
、
毎
月
１
日
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
に
再

点
検
し
、
効
率
の
よ
い
暮
ら
し
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
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■省エネルギー

 リビング（居間）
  1.   暖房は 20℃、冷房は 28℃を目安に温度設定をしている。 はい    いいえ  
  2.  電気カーペットは部屋の広さや用途にあったものを選び、温度設定をこまめに調節している。はい    いいえ  
  3.  冷暖房機器は不必要なつけっぱなしをしないように気を付けている。 はい    いいえ 
  4. 照明は、省エネ型の蛍光灯や電球型蛍光ランプを使用するようにしている。 はい    いいえ  
  5.  人のいない部屋の照明は、こまめな消灯を心がけている。 はい    いいえ  
  6.  テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をしないようにしている。 はい    いいえ  
  7.   こたつはこたつ布団と一緒に敷布団と上掛けも使用し、温度設定をこまめに調節している。 はい    いいえ  

 台　所
  8.  食器洗い乾燥機を使用する時は、まとめて洗い温度調節もこまめにしている。 はい    いいえ

  9.  洗いものをする時は、給湯器は温度設定をできるだけ低くするようにしている。 はい    いいえ
 10.  冷蔵庫の庫内は季節にあわせて温度調整をしたり、ものを詰め込み過ぎないように
        整理整頓に気を付けている。 はい    いいえ

 11.  冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置している。 はい    いいえ  

 12.  冷蔵庫の扉は開閉を少なくし、開けている時間を短くするように気を付けている。 はい    いいえ  

 13.  煮物などの下ごしらえは電子レンジを活用している。 はい    いいえ  

 14.  電気ポットは長時間使わない時には、コンセントからプラグを抜くようにしている。 はい    いいえ  

 浴室＆洗面所
 15.  洗濯する時は、まとめて洗うようにしている。 はい    いいえ
 16.  お風呂は、間隔をおかずに入るようにして、追い焚きをしないようにしている。 はい    いいえ 
 17.  シャワーはお湯を流しっぱなしにしないように気を付けている。 はい    いいえ  
 18.  温水洗浄便座は温度設定をこまめに調節し、使わない時はふたを閉めるようにしている。 はい    いいえ  

 車
 19.  アイドリングはできる限りしないように気を付けている。 はい    いいえ  

 20.  無駄な荷物を積んだまま運転しないように気を付けている。 はい    いいえ  

 21.  経済速度を心がけ、急発進、急加速をしないように気を付けている。 はい    いいえ  

 22.  タイヤの空気圧は適正に保つように心がけている。 はい    いいえ   

 23.  外出時は、できるだけ車に乗らず、電車 ･ バスなど公共交通機関を利用するようにしている。はい    いいえ   

そ　の　他 
 24.  電気製品は、使わない時はコンセントからプラグを抜き、待機時消費電力を少なくしている。はい    いいえ  

 25.  電気、ガス、石油機器などを買う時は、省エネルギータイプのものを選んでいる。 はい    いいえ  
 
　　　

　あなたの省エネ度は？
　　「はい」が 20 個以上… ………ズバリ省エネ !!　　
　　「はい」が 12 ～ 19 個…………まあまあ省エネ！　
　　「はい」が５～ 11 個… ………まだまだ省エネが足りません。。。　　
　　「はい」が４個以下… …………もっと積極的に省エネしましょう !!!

お持ちでない機器は、「はい」としてください。→→→→→→ 　「はい」の合計 （  　）個

新
ライフスタイルチェック25

＊財団法人省エネルギーセンターホームページより

　ホームページ上でもチェックすることができます。
　　　https://eccj06.eccj.or.jp/new_check25/



広報やまなし 2006.8-4

　

旧
牧
丘
町
・
三
富
村
な
ど
旧
東
山
梨
５

市
町
村
で
構
成
す
る
東
山
梨
環
境
衛
生
組

合
で
は
、
ご
み
の
排
出
量
に
応
じ
て
処
理

費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
ご

み
処
理
の
有
料
化
」
を
実
施
し
て
お
り
、

指
定
ご
み
袋
を
購
入
す
る
こ
と
で
費
用
負

担
さ
れ
る
「
有
料
ご
み
袋
制
」
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
有
料
ゴ
ミ
袋
制
の
実
施
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
、
費
用
負
担
の

公
平
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
旧
塩
山
市
に
お
い
て

も
、
同
じ
く
有
料
ご
み
袋
制
度
を
導
入
し

ご
み
の
減
量
化
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
少
な
く
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
協

力
す
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
も
、
家

庭
に
と
っ
て
も
よ
り
経
済
的
な
こ
と
か

ら
、
山
梨
地
域
（
旧
山
梨
市
）
で
も
、
こ

の
た
び
「
指
定
（
有
料
）
ご
み
袋
制
度
」

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
格
的
実
施
は
来
年
か
ら

　

今
年
中
は
、
新
し
い
制
度
導
入
へ
の
ご

理
解
と
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
実
施
は
来
年
１
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

１
月
は
移
行
期
間
（
猶
予
期
間
）
と
定

め
、
今
ま
で
の
袋
で
も
回
収
を
し
ま
す
が
、

２
月
か
ら
は
完
全
実
施
と
し
、
指
定
ご
み

袋
を
利
用
し
て
出
さ
れ
た
ご
み
以
外
の
も

の
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
実
施
ま
で
の

間
、「
指
定
（
有
料
）
ご
み
袋
制
度
」
導
入

に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
住
民
意
識
調
査
、

市
の
ご
み
の
現
状
と
有
料
化
に
よ
り
予
想

さ
れ
る
効
果
な
ど
を
、
広
報
誌
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。「
指

定
（
有
料
）
ご
み
袋
制
度
」
へ
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ゴ
ミ
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
牧
丘
・
三
富
地
域
の
み
な
さ
ん

に
は
、
引
き
続
き
東
山
梨
環
境
衛
生
組
合

の
指
定
す
る
有
料
ご
み
袋
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
す
３
Ｒ
作
戦

　

ゴ
ミ
減
量
化
の
秘
訣
は
、
第
１
に
ゴ
ミ

に
な
る
も
の
を
な
る
べ
く
持
ち
込
ま
な
い

こ
と
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
第
２
に
モ
ノ
の
寿

命
を
最
大
限
に
生
か
し
た
使
い
方
を
す
る

こ
と
（
リ
ユ
ー
ス
）、
第
３
に
不
要
に
な
っ

た
場
合
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
と
い
え
ま
す
。
こ
の
三
つ
の

言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
て
３
Ｒ
と
言
い
ま

す
。
そ
し
て
ど
う
し
て
も
不
要
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
を
ゴ
ミ
（
可
燃
ゴ
ミ
・
不

燃
ゴ
ミ
な
ど
）
と
し
て
排
出
す
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
こ
の
３
つ
の
Ｒ
を
実
現
す
る

た
め
資
源
を
大
切
に
し
、
環
境
に
負
担
を

か
け
な
い
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

■
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ゴ
ミ
を
減
ら
す
） 

　

買
い
物
に
は
買
い
物
袋
や
買
い
物
か
ご

を
持
参
。
過
剰
包
装
を
断
り
、
簡
易
包
装

を
進
め
る
。 

　

食
料
品
は
ム
ダ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必

要
な
も
の
だ
け
買
う
。
ま
た
大
根
の
葉
な

ど
で
き
る
だ
け
調
理
を
工
夫
し
て
食
べ

る
。 

　

使
い
捨
て
商
品
は
、
な
る
べ
く
買
わ
ず
、

同
じ
用
途
な
ら
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
な
ど
を

選
ぶ
。
な
ど 

■
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
す
る
） 

　

ほ
こ
ろ
び
を
つ
く
ろ
っ
た
り
、
子
ど
も

服
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
り
す
る
な
ど
し
て

長
く
使
う
。 

　

ま
だ
使
え
る
が
、
い
ら
な
く
な
っ
た
も

の
は
、
知
人
に
ゆ
ず
る
。
な
ど 

■
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
す
る
） 

　

ど
う
し
て
も
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場
合

山
梨
地
域(

旧
山
梨
市
）
で
も
指
定
（
有
料
）
ご
み
袋
制
度
を
導
入

平
成
19
年
２
月
１
日
か
ら
完
全
実
施
！

は
、
き
ち
ん
と
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
に
出
す
。

指
定
ご
み
袋
取
扱
店
の

募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
����������










山
梨
地
域
（
旧
山
梨
市
）

内
の
小
売
店
���������








�

な
ど
�������






�

で
指
定
ご
み
袋
を
販

売
し
て
い
た
だ
け
る
店
を
募
集
し
ま

す
。

　

指
定
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
を
希
望
す

る
�����




�
�����




�
��


小
売
店
��

�
�����




�
��


は
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　
�
�����




�
��

�
�
�
�
�
�

『
指
定
ご
み
袋
販
売
店
登録申請書』






　

��

�
����������










に
て
申����������











し
���������









込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申請書


は
、
環
境
課
������






で
�����





用
意
し
て
�い

　

�����




�
�
�
��

ま
す
（
本
庁
舎
２
�
��
階��
）。

■
受
付
�
�
期間
　

　

��

８
月
14
日
㈪
～
10
月
13
日
㈮

　
　

※
祝
日
、
土
日
は
除
く

【
��

�
�
�
�
�
�
�

申
込
・問�


�
�
�
�

い
合
わ
せ】


　

環
境
課　

生
活
環
境
担
当　

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）
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■環境

山
梨
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み
に
向
け
、

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
」
を
設
置

　

市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
を
７

月
１
日
よ
り
環
境
課
内
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
18
年
２
月
に
策
定
し
た

「
山
梨
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
く
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
で
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
背
景
に
は
、

「
地
球
温
暖
化
」「
化
石
燃
料
の
枯
渇
」「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
導
入
に
よ
り
「
地
球
温
暖
化
対
策
」

「
循
環
型
社
会
の
構
築
」「
環
境
保
全
」
な

ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
豊
か
な

自
然
を
有
す
る
山
梨
市
に
と
っ
て
は
、「
農

林
業
・
観
光
業
の
活
性
化
」「
新
規
企
業
・

雇
用
創
出
」
と
い
う
面
で
も
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
具
体
的
な

事
業
展
開
が
、
環
境
、
農
林
、
教
育
、
観

光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い

る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
容
、
導
入
方

法
、
補
助
事
業
の
所
管
省
庁
な
ど
に
よ
っ

て
担
当
課
が
異
な
り
、
事
業
推
進
の
た
め

の
連
絡
・
調
整
が
必
要
と
な
る
と
同
時
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
進
行
管
理
を
行
う
上
か
ら

も
、
効
率
的
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

専
門
部
署
を
置
き
、
導
入
に
向
け
た
取
り

組
み
を
一
元
的
に
進
め
、
関
係
課
に
よ
る

連
絡
・
調
整
業
務
を
極
力
軽
減
し
、
効
率

的
で
迅
速
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ】


　

環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室　

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

<事務内容>　
　新エネルギー����������������およ��������������び省エネルギーに関すること。

ごみ焼却場

し尿処理場

環　境　課

生活環境担当

施設環境担当

新エネルギー推進室

環境����センター

（平成18年７月１日より）

（新設）

牧丘地域��������������「地区�����������一斉清掃�������」������を実施します
　牧丘地域では、��������   �� �����   �今年も、8 月 1 日㈫～ 8 月 31 日㈭
の間、���������������������快適で美しい生活環境を確保するため「地区一
斉清掃」を実施します。
※実施日につきましては、行政区ごとに異なりますので、各地
区の区役員に確認してください。
※地区一斉清掃時に発生した可燃ごみ、スチール缶、アルミ缶、
ペットボトル、びん、ガラス・セトモノ類、金物類につきましては、
指定袋に仕分けしてください。
※����������������������������乾電池については、透明�����������������また���������������は半透明の袋に��������入れて�����ください。
※ごみは、指定日に収集停留所へ出すか、環境センター（可燃物・
東山梨環境衛生センター、不燃物・山梨市環境センター）へ直
接搬入してください。
※山梨市環境センター、東山梨環境衛生センター共に定休日が
ありますので、搬入前に必ずお問い合わせください。
　������������ ����山梨市環境センター　☎� 1555
　�������������� ����東山梨環境衛生センター　☎�4 014
　
　�����������������������美しい山梨市を子どもたちに伝えるため、きれいで
住みよい山梨市をつくるため、ご協力をお願いします。
　　【������問い合わせ�】牧丘支所住民生活担当
　��������　　　　　　　 ☎� 3111（内線 144）

「環境ボランティア」を募集���します
　県が管理する道路、河川、公園など一定の区間を、
グループで美化活動してみませんか。
■���対　象　地域の自治会、商店会、老人クラブ、住民
の有志による会、企業や学校などで組織する５人以上
のグループ

< ������������� �ボランティア活動１年の流れ �>
①�����������代表者が峡東建設事務所（以下「県」）に申し込みます。
②活動場所、内容の打ち合わせをします。
③県、市とグループとで合意書を結びます。
④活動メンバー、予定日を県に報告します。
⑤ボランティア保険に加入します。
⑥ごみ袋、清掃用具、カンナ、花の苗・種などの支給、
団体名を入れた認証プレートが県から配布されます。
⑦認証プレートを活動する場所に設置します。
⑧活動をします。
⑨年度末に活動報告を県に提出します。

【申込・������問い合わせ�】
　峡東建設事務所道路維持担当�　☎⑳ 2734
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１
試
験
区
分
・
職
種
・
採
用
予
定
人
員
・

　

受
験
資
格				






【
上
級
・
事
務
】
若
干
名	

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
上
級
・
土
木
】
若
干
名	

次
の
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
条
件
を
満
た
す
者

Ⅰ
、
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

Ⅱ
、

　

①
昭
和
36
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
51
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

  

②
１
・
２
級
建
築
士
、
１
・
２
級
土
木
施

　

工
管
理
技
士
な
ど
、
建
築
お
よ
び
土
木

　

に
係
る
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者　

  

③
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験

　

が
５
年
間
以
上
あ
る
者
（
平
成
18
年
４

　

月
１
日
現
在
）

※
「
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験
」

　

に
は
常
勤
の
社
員
、
自
営
業
者
と
し
て

　

３
年
以
上
継
続
し
た
期
間
が
該
当
し
ま

　

す
。					







※
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　

は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。			



平
成
18
年
度
山
梨
市
職
員
採
用
資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

　

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

　
　

執
行
が
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執

　
　

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

　
　

の
者

　

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

　
　

て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

　
　

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

　
　

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団

　
　

体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入

　
　

し
た
者		



※
事
務
・
土
木
Ⅰ
の
試
験
職
種
受
験
者
は
、

　

行
政
事
務
・
土
木
に
関
係
す
る
資
格
を

　

有
す
る
者
（
見
込
み
の
者
を
含
む
）
が

　

望
ま
し
い(

資
格
に
つ
い
て
は
、
秘
書

　

人
事
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※
市
職
員
と
し
て
採
用
後
、
山
梨
市
内
に

　

居
住
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

２　

試
験
日
・
試
験
会
場			




【
第
１
次
試
験
】

　

平
成
18
年
９
月
17
日
㈰			




　

山
梨
市
役
所
山
梨
庁
舎

　
　
　
　
（
山
梨
市
小
原
西
９
５
５
）		

　

受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
午
前
９
時	

【
第
２
次
試
験
】		



　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

３　

試
験
科
目				






【
第
１
次
試
験
】

　

<

事
務>

　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
事
務
適
正
検

　

査･

小
論
文

　

<

土
木
Ⅰ>

			




　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
事
務
適
正
検

　

査
・
小
論
文				






　

<

土
木
Ⅱ>

			




　

教
養
試
験
・
事
務
適
正
検
査
・
小
論
文	

【
第
２
次
試
験
】

　

全
職
種
と
も
小
論
文
・
個
人
面
接	

				





４　

試
験
方
法				






【
第
１
次
試
験
】

　
<

教
養
試
験>

　

択
一
式

　

公
務
員
に
必
要
な
一
般
知
識
に
つ
い
て

　

大
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験	

　

　

<

専
門
試
験>

　

択
一
式　

　

職
務
遂
行
に
必
要
な
専
門
知
識
に
つ
い

　

て
大
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験		



　

<

事
務
適
正
検
査>

　

職
員
と
し
て
の
適
応
性
を
、
正
確
さ
、

　

迅
速
さ
な
ど
の
作
業
能
力
面
か
ら
検
査	

　

<

小
論
文>

		


　

出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
の
文
章

　

に
よ
る
表
現
力
な
ど
の
試
験

【
第
２
次
試
験
】

　

<

小
論
文>

		


　

出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
対
し
て
の
文
章

　

に
よ
る
表
現
力
な
ど
の
試
験

　

<

面
接>

　

公
務
員
と
し
て
の
資
質
、
適
性
お
よ
び

　

人
柄
な
ど
を
見
る
た
め
の
個
別
面
接	

				





５　

受
験
手
続				






【
提
出
書
類
】

　

①
試
験
申
込
書
・
受
験
票
（
写
真
付
）

　

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は

　
　

卒
業
見
込
証
明
書			




　

③
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書		



　

④
資
格
証
明
書
の
写
し
（
土
木
Ⅱ
）	

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
を
す
る

　

受
験
者
は
②
③
の
書
類
は
受
験
当
日
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。			




※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
次
の

　

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。	

　

・
健
康
診
断
書		

　

市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に
採
用
す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
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■職員採用試験

【
申
込
受
付
期間】



　

８
月
１
日
㈫
～
８
月
18
日
㈮　
　

		


　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）		



　

　

受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時	

　

郵
送
の
場
合
、
８
月
18
日
ま
で
の
消
印

　

に
限
り
受
付			




　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈫
～
８
月
11
日
㈮		



【
申
込
方
法
】

　

山
梨
市
役
所
秘
書
人
事
課
人
事
担
当
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。	

　

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験

申
込
」
と
朱
書
し
、
必
ず
書
留
郵
便
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場
合	

　

事
務
お
よ
び
土
木
Ⅰ
の
申
込
手
続
に
つ

い
て
は
、「
や
ま
な
し
申請

・
予
約
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
土
木

Ⅱ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
）。

【
受
験
申
込
書
請
求
先
】		



　

　

山
梨
市
役
所
秘
書
人
事
課
人
事
担
当

　

☎
�
１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
２
、２
１
３
）

※
試
験
申
込
書
・
受
験
票
を
郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
（
Ａ
４
判
の
入
る
大

き
さ
）
の
表
に
、「
職
員
採
用
資
格
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。		



※
山
梨
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
、
受
験
申
込
書
・
受
験

表
は
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
受
験
票
の
交
付
】

　

受
験
票
は
、
９
月
５
日
㈫
頃
ま
で
に
到

着
す
る
よ
う
郵
送
ま
た
は
送
信
し
ま
す
。

受
験
通
知
書
が
到
着
し
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
９
月
１
日
㈮
に
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

午
前
８
時
30
分
頃
か
ら
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
防
災
無
線
で
地

震
放
送
の
伝
達
を
開
始
し
、
９
時
30
分
頃
に
地
震
被
害
を
想
定
し

て
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
や
防
災
無
線
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
な
ど
は
、
本
番

を
想
定
し
た
訓
練
と
な
り
ま
す
の
で
、
火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
８
月
29
日
㈫
～
９
月
４
日
㈪
の
防
災
週
間
を
中
心
に
、

各
地
区
・
事
業
所
な
ど
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
災
害
に

備
え
る
た
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
に
ご
参
加
を
!!

　
【
問
い
合
わ
せ】

総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当　

　
　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

写真は昨年の防災訓練
（９月１日・日川小学校）

委
員
紹
介

　

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　

秋
山　

榮
治

　
　
　
　
　
　
（
鴨
居
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【問い合わせ】
　秘書人事課秘書人事担当
　☎� 1111（内線 212、213）
　< ホームページアドレス >
　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp
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「
文
学
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
を
開
催

　

山
梨
市
教
育
委
員
会
で
は
、
６
月
16

日
、
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
「
山
梨

市
文
学
の
里
づ
く
り
子
ど
も
教
室
」
の

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ

ン
」
の
受
託
事
業
で
、
山
梨
市
文
化
協

会
他
の
協
力
を
得
て
、
放
課
後
や
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
小
・
中
学
生
に
文

学
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

第
１
回
目
の
会
議
で
は
、
中
村
市
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
10
人
の
委
員
が
、
事

務
局
か
ら
事
業
の
経
過
や
概
要
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
実
際
の
取
り
組
み
方

法
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

山
梨
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
「
地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ
ン
」

の
受
託
事
業
と
し
て
「
科
学
す
る
心
を

は
ぐ
く
む
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て

お
り
、
今
回
の
事
業
は
２
つ
目
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、

●
日
本
独
自
の
文
化
で
あ
る
短
歌
、
俳

　

句
、
川
柳
な
ど
を
と
お
し
て
美
し
い

　

日
本
語
に
ふ
れ
る
と
と
も
に
、
自
ら

　

も
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
考
え
や

　

感
動
を
深
め
、
豊
か
な
表
現
力
を
培
う

●
昔
話
、
地
域
出
身
の
文
学
者
、
地
域

　

が
舞
台
と
な
る
作
品
、
地
域
に
あ
る

　

文
学
碑
な
ど
を
と
お
し
て
文
学
を
身

　

近
に
感
じ
る
と
と
も
に
自
分
た
ち
の

　

住
む
地
域
を
見
つ
め
る　

な
ど
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ】
　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当　

　

☎
�
９
６
１
１

★
「
夏
休
み
親
子
文
学
碑
巡
り
」
に
つ

い
て
は
、
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会議では熱心な意見が飛び交いました。

「
山
梨
市
危
機
管
理
対
策
会
議
」
を
設
置

　

市
で
は
、
７
月
６
日
、「
山
梨
市
危

機
管
理
対
策
会
議
」
を
設
置
し
、
第
一

回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
５
日
の
北
朝
鮮
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
よ
る
国
民
的
危
機
を
契
機

に
設
置
し
た
も
の
で
、
国
家
間
の
紛
争

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
生
命
、
財
産
に

大
き
な
脅
威
や
損
害
を
与
え
る
災
害
、

事
件
事
故
な
ど
、
複
雑
・
困
難
化
す
る

危
機
事
象
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
し
、
よ
り
一
層
「
市
民
生
活
の
安

全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

対
策
会
議
は
、
市
長
を
議
長
と
し
、

助
役
、
教
育
長
、
秘
書
人
事
・
総
務
・

総
合
政
策
・
管
財
各
課
の
課
長
で
組
織

さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
の
会
議
で
は
、
山

梨
市
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
危
機
事
象

に
つ
い
て
具
体
例
を
あ
げ
、
危
機
管
理

に
あ
た
っ
て
、

「
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
初
動
体

制
の
確
立
な
ど
危
機
管
理
意
識
の
向
上

に
取
り
組
み
、
危
機
事
象
の
内
容
・
規

模
に
応
じ
て
対
処
す
る
こ
と
」、「
意
思

決
定
機
関
、
各
課
に
お
け
る
責
任
体
制

を
明
確
に
し
、
正
確
で
迅
速
な
情
報
提

供
や
情
報
公
開
を
通
じ
て
、
市
民
に
安

全
、
安
心
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
市
役
所

の
各
課
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
」
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
伝
達
と
対
応
に
つ
い
て
、

危
機
発
生
時
に
は
、
速
や
か
に
市
長
、

助
役
な
ど
に
情
報
を
伝
達
し
、
市
長
は

危
機
管
理
対
策
会
議
を
招
集
、
危
機
管

理
対
策
会
議
は
担
当
課
お
よ
び
関
係
課

に
対
応
を
指
示
す
る
と
い
う
一
連
の
手

順
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ】


　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当　

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

危機管理の必要性を語る市長（中央）。
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▼社会福祉資金として　

　　鈴木晴樹　様 ( 東 )

	 …………200,000 円

　♥♥♥善意を
　　　ありがとう♥♥♥

８月の
市長との対話

【
日
時
・
場
所
】

　

30
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～　

山
梨
市
役
所　

　

31
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～　

三
富
支
所

【
申
込
・問

い
合
わ
せ】


　

総
務
課
広
聴
広
報
担
当
☎
�
１
１
１
１(

内
線
２
２
５
、２
２
６)

　

ま
た
は
各
支
所
総
務
担
当

　
　

牧
丘
支
所
☎
�
３
１
１
１　

三
富
支
所
☎
�
２
１
２
１

時
間
は
１
人
30
分
、

事
前
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

(

等
し
く
生
き
る
社
会
の
実
現
）
の
理

念
の
も
と
に
、
障
害
者
の
幅
広
い
社
会

参
加
を
支
援
し
、
地
域
社
会
に
お
い
て

障
害
者
の
自
立
支
援
の
促
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
、「
障
害
福

祉
計
画
」
お
よ
び
「
障
害
者
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
進
め
て
い
く

た
め
の
道
筋
を
定
め
る
計
画
で
す
。

■
計
画
の
構
成
・期間



　
「
障
害
福
祉
計
画
」
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
き
策
定
す
る
も
の
で

あ
り
、「
障
害
者
基
本
計
画
」
は
、
障

害
者
基
本
法
に
基
づ
き
、
障
害
者
に
関

す
る
施
策
全
般
に
わ
た
る
長
期
の
計
画

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、｢

基
本
理
念
」・「
基
本
目

標
」・「
施
策
の
展
開
」
を
主
軸
に
構
成

し
、
両
計
画
を
一
体
化
し
、
10
年
間
の

計
画
と
し
て
策
定
す
る
予
定
で
す
。

■
策
定
の
進
め
方

　

国
や
県
の
障
害
者
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
、
そ
の
他
、
障
害
者
の
福
祉
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
の
調
和

を
保
ち
、
障
害
者
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
障
害
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
促
進
す
る
上
で
、
広
く
福
祉
関
係
者

の
意
見
を
聞
く
た
め
、「
山
梨
市
障
害

福
祉
計
画
及
び
障
害
者
基
本
計
画
策
定

懇
話
会
」
を
設
置
し
、
懇
話
会
の
委
員

の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
内
容
を
審
議
し
、
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ】


　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
担
当

　

☎
�
１
１
１
１

　

(

内
線
１
６
６
、１
６
７)

「
山
梨
市
障
害
福
祉
計
画
及
び

　
　

障
害
者
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す

「
山
梨
市
水
防
協
議
会
」
を
開
催

　

市
で
は
、
７
月
７
日
、「
平
成
18
年

度
山
梨
市
水
防
協
議
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
水
防
計
画
や
水
防

に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査

や
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
時
に

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
市
長
を
会
長
と
し
て
、
国
、

県
職
員
、
電
気
通
信
関
係
団
体
、
消
防

団
役
員
な
ど
24
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

協
議
会
で
は
、
主
な
協
議
事
項
で
あ

る
「
山
梨
市
水
防
計
画
の
素
案
」
に
つ

い
て
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
あ

と
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
「
改

正
水
防
法
」や
今
年
度
調
査
に
入
る「
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
危
険
度
調
査

の
実
施
」
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ】


　

建
設
課
管
理
担
当
☎
�
１
１
１
１

　
（
内
線
２
６
５
、２
６
６
）

「水防計画の素案」について説明を受ける委員。
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日下部小学校運動会　（６月 17 日） ジャガイモ掘りとスモモ狩り　（７月 2 日）

教育フォーラム（心の教育）in 山梨市　（６月 29 日）

第１回食育推進全国大会に出展　（６月 24 日）

操法大会結団式　（６月 26 日）

　６月 17 日、日下部小学校で運動
会が開催されました。市内の小学校
運動会は毎年秋に開催されています
が、今年度校舎の耐震補強工事が行
われる日下部小学校では、日程を繰
り上げての実施となりました。
　ようやく学校生活になれた１年生
から、小学校での運動会は今回が最
後となる６年生まで、約 400 人の児
童が力を合わせていろんな競技に取
り組みました。
　梅雨時で天候が心配される中での
開催となりましたが、みんなの思い
が天に通じたのか当日の天気は快晴。
晴れ渡る空の下で、練習の成果をみ
んなに披露しようとがんばる児童に、
保護者らから大きな拍手が送られて
いました。

　6 月 29 日、山梨市民会館において
「教育フォーラム（心の教育）」in 山
梨市が開催されました。
　このフォーラムは、「生きる力」を
はぐくむ学校づくりに求められてい
る「心の教育」をテーマに開催したも
ので、当日は市内小中学校の教職員、
ＰＴＡら約 160 人が参加しました。
　参加者は、自らが編集した「心の
ノート」など、教材や実例をあげな

がらわかりやすく話す講師の押谷由
夫先生の言葉に、熱心に耳を傾けて
いました。

　第１回食育推進全国大会が大阪市で開催され
ました。食育推進で健康なまちづくりを進める
山梨市では県の代表としてこの大会に参加、各
地の食育をテーマとした体験会場で、食育推進
会議委員と保健課職員が郷土食「いのぶたほう
とう」を出展、来場者に振る舞いました。
　約 700 食のほうとうは、わずか１時間でなく
なるほどの大盛況。大忙しの中でも、委員らは、
植物繊維が豊富に含まれ一食でいろんな栄養が
摂れるほうとうが多くのみなさんに好まれたこ
とに、満足感を味わっていました。

　水口地区にて、グリーンツーリズ
ムの「ジャガイモ掘りとスモモ狩り」
が行われ、都心から約 30 人が参加
しました。
　ジャガイモ堀りが初めての子も多
く参加し、すくすく育ったジャガイ
モを掘り出しました。また、甘酸っ
ぱくて食べごろを向かえたスモモ狩
りを体験。それぞれ30個以上収穫し、
大満足の様子でした。

　６月 26 日、第 42 回山梨県消防団
員操法大会に出場する選手の結団式
が三富スポーツ広場で行われました。
　今年度は、三富分団が東山梨地域
の代表として県大会小型ポンプ操法
の部に出場します。　
　結団式では、選手の代表が大会に
対する決意を宣誓しました。
　大会では、操法の速さはもちろん、
作業の正確性なども審査対象になっ
ており、チームワークがとても重要
です。選手はこれから９月 10 日に
行われる大会まで練習を行い、上位
入賞を目指します。
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第 11 回山梨市万葉うたまつり　（６月 16 日～ 18 日）

やまなしし出前講座で地域を学習　（６月 20 日）

小学校児童が琴川ダムの湖底を見学　（６月 28 日）

社会を明るくする運動　（７月６日）

　万力公園万葉の森を会場に６月
17、18 の両日、「万葉うたまつり」
が開催されました。
　今年は時折雨が降る天候となりま
したが、芝生広場での森の音楽会や
琴の演奏、また、フリーマーケット、
ちびっこ広場などのイベントに多く

の人々が集まりました。公園内の茶
室ではお茶会も開かれ、作法を学び
つつ、お茶の味を楽しみました。
　おまつりのメインイベントである

「万葉歌朗唱」には、市内はもとより
県内、県外からも多くの人々が参加。
それぞれ万葉風衣装に身を包み、個

性豊かに万葉歌を朗唱し、観客から
は大きな拍手を受けていました。
　同時に開催された「ホタル観賞会」
にも多くの人が訪れ、遊歩道に設置
された灯ろうとホタルの光が公園内
を幻想的な雰囲気にしていました。

　市の出前講座「山梨市の観光資源
……何があるの？」を、６月 20 日
笛川中学校生徒が受けました。
　同中学校では、身近な地域を知る
ことで地域の観光資源や文化財産業
について理解を深め、進路学習に役
立るために市の出前講座を利用。
　当日は、１年生が２班に別れ、西
沢渓谷・広瀬ダム・焼山林道・鼓川
温泉・牧丘郷土文化会館・道の駅な

どを見学し、市職員の説明に真剣に
耳を傾けていました。

　６月 28 日 、日川小４年生など 50
人が牧丘町柳平の琴川ダムの建設現
場を見学しました。
　子どもたちは、最下部のコンクリー

ト壁付近で工事関係者から説明を受
け、迫力に圧倒されながらも、ダム
の大きさや利用方法などについて質
問していました。
　すでに工事は終盤にあり、仕上げ
の作業を進めている状態で、平成 19
年度末には完成し、20 年度から利用
が始まる予定です。
　全国的にも珍しい高地にあるダム
で、7 月から一般の見学会も開催さ
れています。ぜひご利用ください。

　「社会を明るくする運動」は、すべ
ての国民が、犯罪の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、
それぞれの立場において力を合わせ、
明るい社会を築こうとする全国的な
運動で、毎年７月が強調月間と定め
られています。山梨市でも、7 月６日、
保護司らが参加し、「社会を明るくす
る運動キャンペーン」が行われました。
　一行は、市役所前庭での開始式の
後、午前中は市内スーパーマーケッ
トなどに出向いて街頭キャンペーン
を行い、午後は市内中学校を訪問し、
ポスターやチラシを配り啓発を呼び
かけました。
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テキサス州の学生が
山梨市でホームステイ

　

ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
州
訪
日
教
育
旅
行

団
の
み
な
さ
ん
が
、
６
月
16
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
山
梨
市
を
訪
れ
、
学
校
訪
問
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
市
民
と
の

交
流
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
団
は
、
国
内
で
実
施
さ
れ
て

い
る
一
般
的
な
修
学
旅
行
と
は
異
な
り
、

希
望
者
は
、
旅
行
先
に
お
い
て
、
学
校
訪

問
に
よ
る
交
流
活
動
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
体
験
を
通
じ
、

国
際
理
解
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
、
６
月
10 
日
に
来
日
、
６
月
22 

日
に
帰
国
す
る
ま
で
の
間
、
皇
居
、
す
も

う
博
物
館
、
富
士
山
（
五
合
目
）
京
都
、

飛
騨
高
山
、
広
島
な
ど
を
訪
問
し
日
本
の

歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

最後にみんなで記念撮影！

また会う日まで！

ホストファミリー
　  交流記

↑山梨南中学校を訪問、
市長、校長先生に歓迎を
受けたあと、美術の授業
でうちわ作りに挑戦！体
育・英語・技術の授業も
体験しました。

南中で部活動にも参加
しました（柔道・剣道・
バレー・バスケット）。
バスケット部のみんな
と記念撮影。カッコイ
イ～との声多数！
ガンバレ日本男児！→

←「お茶会」のようす。
日本の作法を学びまし
た。お茶の味は少し苦
かったようです。

←うたまつりにて、万葉
の衣装を着て日本語で万
葉歌を朗唱しました。
会場は大いに盛り上がり
ました。

↓先生が書道で自分の名前を
漢字で書きました。
「寿古都」＝スコット～なるほど！

写真を提供していただいた
ホストファミリーのみなさん、
ご協力ありがとうございました。
近日中にホームページでも公開予定です。

甚
じんべい

平を着てうたまつりに
出発！似合ってます。

100円ショップでお買い物。
何を買ったのかな？

回転ずし初体験！日本に来たら
やっぱりお寿司ですよね。

英語の授業がいつのま
にか「羽根つき大会」
になっていました……。
　　　　　　　　　→

ホストファミリーが集まって
ボウリング大会。優勝はだれ？

富士急ハイランドで。
FUJIYAMA（フジヤマ）に乗った？

ガラス工房でグラス作りに挑戦！
真剣な眼差しです。

←別れの日。
短い間でも
心は十分
ふれあえたよね。
「行かないで～」と
離れない小さな子。
涙のお別れです。

リビングでの 1 枚。すっかり
馴染んでくつろいでいます。

自転車に乗って、お出かけ。 仲良くツーショット。
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広報やまなし 2006.8-13

グループが主催するイベントや会員募集を
市の広報誌で告知してみませんか
　広報やまなしでは、市民のみなさんが行うグループ活動など
の告知に広報誌や市のホームページを利用していただくため、
やまなしし「みんなの掲示板」掲載基準を設けました。
　掲載基準は次のとおりですので、ぜひご利用ください。

や
ま
な
し
し
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」

掲
載
基
準

　　
「
み
ん
な
の
掲
示
板
」
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
行
う
グ
ル
ー
プ
活
動
を
生
涯
学

習
の
観
点
か
ら
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
が
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
広
報
誌
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
性
と
と
も
に
主
催
者

と
参
加
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
、
掲
載
基
準
を
設
け
ま
す
。
次
の
「
掲

載
の
基
準
」
お
よ
び
「
掲
載
で
き
な
い
も

の
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
可
否
・
方

法
・
時
期
を
総
務
課
広
聴
広
報
担
当
に
任

せ
、
掲
載
内
容
の
実
施
に
は
公
共
性
・
公

益
性
を
尊
重
し
、
市
民
お
よ
び
市
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

︿
掲
載
で
き
る
も
の
﹀

１
、
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
在
住
者
を

　

主
な
構
成
員
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
主
催

　

す
る
市
内
ま
た
は
周
辺
で
行
う
イ
ベ
ン

　

ト
２
、
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
在
住
者
を

　

主
な
構
成
員
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
主
催

　

す
る
市
内
ま
た
は
周
辺
で
活
動
す
る
会

　

の
会
員
募
集

︿
掲
載
で
き
な
い
も
の
﹀

１
、
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
（
間
接
的

　

な
も
の
も
含
む
）

２
、
宗
教
ま
た
は
政
治
活
動
に
関
係
す
る

　

も
の

３
、
指
導
者
ま
た
は
講
師
な
ど
が
主
催
す

　

る
催
し
物
や
教
室
の
生
徒
募
集

４
、一
定
の
人
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の

５
、
過
去
の
活
動
に
お
い
て
ト
ラ
ブ
ル
を

　

生
じ
た
も
の

６
、
掲
載
意
図
、
内
容
が
明
確
で
な
い
な

　

ど
、
掲
載
が
不
適
当
で
あ
る
も
の

︿
掲
載
数
・
掲
載
内
容
﹀

１
、１
月
の
掲
載
数
10
件
程
度
と
し
、
内

　

容
に
つ
い
て
は
１
件
に
つ
き
１
５
０
字

　

以
内
と
す
る

２
、
季
節
限
定
の
も
の
を
除
き
、
３
か
月

　

以
上
間
隔
を
必
要
と
す
る

３
、
掲
載
は
新
規
、
前
回
の
掲
載
か
ら
間

　

隔
が
空
い
た
も
の
を
優
先
し
、
そ
の
他

　

は
先
着
順
と
す
る

︿
問
い
合
わ
せ
先
﹀

１
、
問
い
合
わ
せ
先
は
、
市
内
に
限
る

２
、
問
い
合
わ
せ
先
が
個
人
の
場
合
は
、

　

フ
ル
ネ
ー
ム
で
の
掲
載
と
す
る

︿
受
付
方
法
﹀

１
、
所
定
の
掲
載
依
頼
書
・
誓
約
書
に
記

　

入
し
て
提
出
す
る
こ
と

２
、
提
出
方
法
は
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
、　

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
と
す
る

　
（
電
話
申
込
は
不
可
）

３
、
初
回
申
し
込
み
時
に
は
、
会
則
、
設

　

立
趣
意
書
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
が

　

明
記
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
活
動
の
内
容

　

の
わ
か
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

４
、
持
参
の
場
合
の
受
付
窓
口
は
、
市
役

　

所
２
階
総
務
課
広
聴
広
報
担
当
ま
た
は

　

各
支
所
総
務
担
当
と
す
る
（
市
役
所
の

　

２
階
ま
で
来
る
の
が
大
変
な
場
合
は
、

　

１
回
総
合
案
内
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い)

︿
原
稿
締
め
切
り
・
掲
載
時
期
﹀

１
、
原
稿
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
「
広
報

　

や
ま
な
し
」
の
発
行
前
月
の
25
日
（
土
・

　

日
・
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
直
後
の

　

月
曜
日
）
に
締
め
切
り
ま
す
。

２
、
掲
載
依
頼
書
提
出
後
に
内
容
の
変
更

　

が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
総
務
課
広

　

聴
広
報
担
当
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
誌
面
の
状
況
に
よ
り
、
会
員
募
集
記

　

事
に
つ
い
て
は
、
翌
月
に
送
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願

　

い
ま
す
。

※
ご
注
意
※

●
９
月
号
（
８
月
23
日
発
行
）
の
掲
載
に

　

つ
い
て
は
、
７
月
31
日
㈪
を
締
切
日
と

　

し
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
（
担
当
課
経
由
も
含
め
て
）

　

受
け
付
け
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な

　

ど
も
、
今
後
は
こ
の
基
準
に
沿
っ
て
行

　

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
依
頼
書
・
誓
約
書
は
、
市
役
所
ま

た
は
各
支
所
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ】


　

総
務
課
広
聴
広
報
担
当
☎
�
１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
５
、２
２
６
）



チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
13
回

広報やまなし 2006.8-14

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

番

組

で

感

動

七夕飾りへの願いごとに我が子への思いを書き込んだ
お母さんたち。子どもたちの健やかな成長は地域みん
なの願いでもある。（７月７日・つどいの広場「たっち」）

６
月
24
日
、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た

第
一
回
食
育
推
進
全
国
大
会
で
は
、

文
部
省
か
ら
児
童
生
徒
の
食
生
活
の
現
状

が
実
態
調
査
の
結
果
と
と
も
に
発
表
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
生
活
習
慣
の
乱
れ

は
学
習
意
欲
、
体
力
、
気
力
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、「
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
基
本
的
生
活

習
慣
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』
運
動
を
全
国
展

開
し
て
い
く
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
服は
っ
と
り部
幸ゆ
き
お應
先
生
（
料
理
評
論
家
）

は
、「
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
れ
ば
安
全
か
危

険
か
、
健
康
に
良
い
か
見
分
け
る
判
断
能

力
を
養
う
こ
と
」、「
食
卓
を
囲
み
、
親
子

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
深
め
な
が
ら
『
し
つ

け
』
を
す
る
こ
と
」「
食
糧
問
題
を
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
で
見
る
感
覚
を
養
う
こ
と
」
な

ど
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
山
梨
市
も
参
加
し
、
郷
土

食
「
ほ
う
と
う
」
を
提
供
し
ま
し
た
。（
詳

細
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

感
動
！
「
ま
っ
す
ぐ
に
智
華
子　

全
盲
の
少
女　

母
の
待
つ
ゴ
ー
ル
へ
」

▽
自
転
車
、
背
泳
ぎ
、
一
人
で
登
校　
　

…
…
私
、
見
え
な
く
て
も
で
き
る
よ

▽
家
族
そ
ろ
っ
て
目
隠
し
ご
は
ん

　

未
熟
児
網
膜
症
で
両
目
の
視
力
を
失
い
、

市
内
の
盲
学
校
に
通
う
小
野
智ち

か

こ
華
子
ち
ゃ

ん(

11
歳
・
帯
広
市)

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

番
組
が
、
７
月
２
日
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

３
年
前
の
あ
る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
。

母
親
の
声
を
頼
り
に
、
泣
き
な
が
ら
自
転

車
の
ペ
ダ
ル
を
踏
む
少
女
が
い
た
。
帯
広

市
の
小
野
智
華
子
ち
ゃ
ん
（
当
時
８
歳
）

は
全
盲
で
、
物
の
輪
郭
や
光
さ
え
感
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
夢
は
得
意
の
水
泳
で

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
。

　

智
華
子
ち
ゃ
ん
は
ま
ず
「
ジ
ャ
パ
ン
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
へ
の
出
場
を
目
指
す
。

１
０
０
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
で
１
分
50
秒
の

標
準
タ
イ
ム
を
切
る
こ
と
が
条
件
だ
。
課

題
は
真
っ
す
ぐ
泳
ぐ
こ
と
。
週
に
４
日
は

親
子
で
プ
ー
ル
に
通
い
、
夏
休
み
に
は
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
合
宿
に
も
参

加
し
た
。
そ
し
て
、
10
歳
を
迎
え
た
秋
、

智
華
子
ち
ゃ
ん
は
つ
い
に
１
分
45
秒
の
タ

イ
ム
を
出
し
た
。
そ
の
と
き
母
は
、
初
め

て
涙
を
見
せ
た
。

　

｢

見
え
な
い
か
ら
、
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
。
見
え
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る｣

と
母
の
薫
か
お
る
さ
ん
。
厳
し
く
も

温
か
い
周
囲
の
愛
を
受
け
な
が
ら
人
間
的

に
成
長
し
て
い
く
３
年
間
の
夢
を
追
う
一

人
の
少
女
の
成
長
記
。
全
盲
と
い
う
障
害

を
抱
え
な
が
ら
も
、
目
標
を
持
ち
、
必
死

に
生
き
抜
き
力
強
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

｢

失
敗
し
て
も
ま
た
や
り
直
せ
ば
よ
い
。

私
に
は
で
き
な
い
こ
と
は
な
い｣

小
学
生

の
少
女
が
な
ん
と
強
い
精
神
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

生
ま
れ
て
す
ぐ
視
力
を
失
っ
た
彼
女
は
、

物
の
形
、
光
、
色
さ
え
感
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
彼
女
の
心
の
視
力
は
き
っ

と
素
晴
ら
し
い
形
や
光
、
色
を
捉
え
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
智
華
子
ち
ゃ
ん
は
、

多
く
の
人
々
に
夢
と
希
望
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
智
華
子
ち
ゃ
ん
が
大

き
く
逞
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
小
柴
昌
俊
先

生
、
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
、
野
口
英
世
…
…
障

害
を
乗
り
越
え
、
偉
業
を
成
し
得
た
人
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
一
月
だ
け
で
も
自
宅
放

火
、
尊
属
殺
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が

起
き
て
い
ま
す
。
智
華
子
ち
ゃ
ん
の
足
元

に
も
及
ば
な
い
人
間
も
多
い
。

　

６
月
29
日
、｢

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム(

心
の

教
育)

in
山
梨
市｣

が
開
催
さ
れ
、
道
徳

教
育
に
関
し
て
第
一
人
者
の
押お
し
た
に谷
由よ
し
お夫
先

生(

教
育
学
博
士
・
昭
和
女
子
大
教
授)

か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
道
徳
教
育
の
課
題
と

展
開
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
人
近
い
教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
今
こ
そ
、
学
校･

家
庭･

地
域
が
一

体
と
な
っ
て
心
に
潤
い
を
育
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
滅
び
な
い
た
め
に
も
…
…
。



もしもし、市役所ですか？
総務課広聴広報担当
☎� 1111（内線 225、226)

広報やまなし 2006.8-15

< 児童福祉施設 >
■山梨児童センター（日・祝休館）
正徳寺 1273-1　☎� 5661
正午～ PM6:00
※乳幼児対象
月～木　AM10:00 ～正午　
■加納岩児童センター（日・祝休館）
下神内川 182　☎� 2429
正午～ PM6:00
■日下部児童センター（日・祝休館）
小原東 717　☎� 0383
正午～ PM6:00
■つどいの広場「たっち」

（月・水・金のみ開館、祝日休館）　
夢わーく山梨内　☎� 1801
AM10:00 ～ PM3:00

< 公園施設・駐輪・駐車場 >
■万力公園（公園は年中無休）
管理事務所　☎� 1560( 月曜休業）
AM8:30 ～ PM5:15
動物園　AM10:00 ～ PM5:00
バーベキュー　AM9:00 ～ PM4:00
※動物園、バーベキューは月曜休業
■駅前駐車場（24 時間営業・年中無休）

（問い合わせは都市計画課☎� 1111）
■駅東自転車駐車場（年中無休）

（問い合わせは都市計画課☎� 1111）
AM6:00 ～ PM10:00

< 食事施設 >
■グリルパイナリー（年中無休）
市民会館内 ( 会館は月曜休館）　
☎� 0185　AM10:00 ～ PM6:00
※予約による宴会などは PM9:00 まで

広報に施設の
営業時間を載せてください

　

先
日
、
子
ど
も
と
市
民
プ
ー
ル
に
行

き
ま
し
た
。
11
時
過
ぎ
に
着
い
た
の
で

す
が
、
そ
こ
で
初
め
て
利
用
時
間
が
午

前
11
時
45
分
ま
で
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

係
の
人
が
「
少
し
し
か
時
間
が
あ
り

ま
せ
ん
け
ど
い
い
で
す
か
？
午
後
は
１

時
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

準
備
を
し
て
い
っ
た
の
で
30
分
く
ら

い
入
り
ま
し
た
が
、
何
か
も
の
足
り
な

か
っ
た
で
す
。

　

事
前
に
調
べ
ず
に
行
っ
た
私
も
悪

か
っ
た
の
で
す
が
、
広
報
誌
に
プ
ー
ル

な
ど
の
利
用
時
間
を
掲
載
し
て
も
ら
え

る
と
助
か
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
市
民
）

お
答
え
し
ま
す

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
多
く
の
み

な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
さ
っ

そ
く
今
月
か
ら
予
約
な
し
で
利
用
で
き
る
主

な
施
設
の
利
用
時
間
を
広
報
誌
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
誌
面
の
関
係
上
、
全
て
の
施
設
を

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
直
接
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　
　

(

総
務
課
広
聴
広
報
担
当
）

< 体育施設（プール）>
■山梨市屋内温水プール（月曜休館）
上石森 665-2　☎� 5211
午前：AM9:00 ～正午、午後：PM1:00 ～ 5:00、
夜間：PM5:00 ～ 9:00
※各時間帯とも、10 分前で利用終了。
■牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜休館）
牧丘町窪平 442-1　☎� 4411
プール　午前：AM9:00 ～正午、
午後：PM1:00 ～ 5:00、夜間：PM6:00 ～ 9:00
※各時間帯とも、10 分前で利用終了。
※プール以外の施設は問い合わせください。

< 文化施設 >
■山梨市情報通信センター（土日祝休業）
市役所南側（敷地内）　☎⑳ 1222
AM10:00 ～ PM4:00（１人２時間まで）
※飲食・喫煙・携帯電話の使用は不可。
■山梨市立図書館
※ 18 ページをご覧ください。
■牧丘町総合会館図書室（月曜休館）
総合会館内　☎� 4411
AM9:00 ～正午、PM1:00 ～ 5:00
■牧丘町郷土文化館（月・水休館）
道の駅まきおか敷地内　☎� 2331
AM9:00 ～ PM4:30

< 衛生施設 ( ごみなどの持ち込み )>
■山梨市環境センター（日・祝休業）
南 2160　☎� 1555
月～金：AM9:00 ～ PM4:00
土曜：PM1:00 ～ 4:00
■東山梨環境衛生センター（土日祝休業）
牧丘町成沢 2000　☎� 4014
AM9:00 ～正午、PM1:00 ～ 4:00

主な施設の利用時間一覧　（下記以外の施設は直接お問い合わせください）

< 温泉施設 >
※季節により営業時間が異なる施設は、
現在の営業時間のみ掲載
■赤松の湯ぷくぷく（第１・３月曜休館）
大工 2589-13　☎� 5656
AM10:00 ～ PM9:00
※入館は、PM8:30 まで。
■花かげの湯（月曜休館）
牧丘町窪平 453-1　☎� 4126
４～ 10 月　AM10:00 ～ PM9:00
※入浴時間は、閉館の 15 分前まで。
■鼓川温泉（木曜休館）
牧丘町牧平 262　☎� 4611
４～ 10 月　AM10:00 ～ PM9:00
※入浴時間は、閉館の 15 分前まで。
■みとみ笛吹の湯（火曜休館）
三富下釜口 447　☎� 2610
AM10:00 ～ PM8:00
※入浴時間は、閉館の 15 分前まで。
■山梨ちどり温泉（月曜休館）
老人健康福祉センター内☎� 9616
AM9:00 ～ PM4:00、PM5:00 ～ 8:00

（土日は AM9:00 ～ PM8:00）
※入浴受付

4 4

は終了時間の１時間前まで。
■温泉足湯（無休）
フルーツ公園フルーツセンター展望広場
山梨市フルーツパーク㈱☎� 5111
４～ 11 月　AM10:00 ～ PM9:00
※天候により、臨時休業・営業時間の延
長、短縮があります。

※休館日が祝日に当たる場合、翌日以
降が振替休日となる場合があります。
直接施設にご確認ください。
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地域の発見

【まちづくりのことば⑤】コンパクトシティ
　今まで、人口増加や自動車の急激な普及に対応して、都市機能も郊外へと拡散していましたが、これからは、人口減少、少子
高齢化が進む中で、地球環境問題などを背景にして、公共交通の利用の促進や生活に必要なことが身近な範囲で行えるよう、都
市機能を市街中心部へ集めて効率的にしようというまちづくりの考え方です。
　20 年後、どのようなまちがにぎわいのあるものとなっているのか、「交流」、「自然との共生」、「生活基盤の整備」の観点から
考えてみるのもいいことです。

　６月 13 日に第２回策定委員会を開催しまし
た。地域別のグループに分かれ、「私が望むのは
○○な山梨市」「私が望むのは○○なまち」「私
は○○を提案したい」という３つのテーマに沿っ
て各委員がそれぞれカードに意見を書き出し、発
表しました。

★私が望むのは○○な山梨市
◉自然との共生　◉水の再生　◉子どもが遊べ
る川　◉自然が豊か　◉緑を守る　◉優良農地
の保全　◉農業の発展　◉静かな住宅地　◉や
さしいまち　◉計画的なまちづくり　◉人情豊
かでくらしやすい　◉調和 ･ 交流のまち　◉若
い世代が住めるまち　◉人口増加　◉観光→玄
関口を生かす魅力づくり　◉拠点を生かす（交
通環境を生かす）→若者定着＝観光　◉にぎや
か　◉知名度のたかいまち　◉観光 ･ 景観　
◉便利で暮らしやすいまち　◉利便性のあるま
ち　◉利便性が高いコンパクトシティ　◉道路
が便利　　
★わたしは○○を提案したい
＊農業の活性化　＊農工併進（企業誘致）兼業
の方法　＊農業と若者が定住できるまち　＊商
店街のにぎわい　＊伝統民家と丘陵地形・果樹
が調和したまち　＊自然（水路）の活用　＊歴
史資源の活用　＊中山間地域の見直し　＊地産
地消　＊市の活性化　＊地場産業と観光活性化
＊朝ごはんは食べよう！食育　＊個人の意識の
向上　＊出産 ･ 育児しやすいまち　＊駅前保育
所の設置　＊加納岩の活性化を！＊山梨市駅南
口開発　＊“みやび”な自然のまち　＊地域の
支えあい　＊細い道を生かす　＊道路整備　
＊基幹道路の整備　＊防災対策

（※出された意見をグループ化して、まとめたも
のです。）
　会の最後に、北村会長（マスタープラン策定委員

会会長・山梨大学教授 ）から講
評をいただきましたが、その中で、共通のキー
ワードとして、「交流、定住」、「自然との共生」、「生
活基盤の整備」が上げられました。
　これから、議論を深めていきますが、まちづ
くりには、いろいろな見方、考え方があって当
然です。
　市民のみなさまのご意見をお待ちしています。

【意見、問い合わせ】　都市計画課都市計画担当
　☎� 1111（内線 273）

★私が望むのは○○なまち
◆笛吹川東地域

◆笛吹川西地域

◆牧丘地域

◆三富地域

若者が定着する
まち

生産世代
の定住

生活基盤が
整ったまち

安心して
住めるまち

落ち着いた活力
あるまち

自然を
大切に果樹との

共生

散歩の
できるみち

歴史景観 農地の保全

きれいな川 森と集落

農・工・商の
バランス

あ たた  か い
ハート

“みやび”な自然

農業で生活
できる

若者が
定住する

自然が豊か
人間関係が
密接

食育＝地産地消

人が集まる交流のまち

住む人が自慢できる
歴史・文化のまち

みんな公園・
フィールドミュージアム

元気な高齢者が楽しく
暮らせるまち

子どもたちに教えたい !!　
体験→楽しい→再来→住みたくなる→職づくり



安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎�0110】

専門交通指導員の

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は　

人
に
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　

思
い
や
り
」

日下部警察署管内
　　　交通事故発生状況
　　　　　　　〔６月末日現在〕

人身交通事故………………124件
	 ( 前年比 -21件 )
死者…………………………… 2人
	 ( 前年比+2人 )
負傷者………………………153人
	 ( 前年比 -21人 )
物損交通事故………………258件
	 ( 前年比 -77件 )

広報やまなし 2006.8-17

◎
声
掛
け
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

過
日
の
夕
方
、
山
梨
市
の
日
川
方
面
で
女

子
児
童
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

目
撃
情
報
に
よ
る
と
、
白
色
の
ス
ク
ー

タ
ー
を
使
用
、
年
齢
50
～
60
歳
位
、
色
黒
の

不
審
な
男
性
が
「
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
や
る

よ
。」
と
話
し
か
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

幸
い
、
近
所
の
方
が
そ
の
不
審
な
男
性
に

声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
か
に
走
り

去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

警
察
署
で
も
警
戒
活
動
を
強
化
し
て
い
ま

す
が
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
に
お
い
て
も　

○
学
校
へ
の
登
下
校
は
、原
則
集
団
登
校（
複

　

数
）
を
実
践
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

○
変
質
者
な
ど
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
ら
、『
逃

　

げ
る
』『
大
声
を
出
す
』『
近
所
の
家
に
助

　

け
を
求
め
る
』

○
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
に
目
を
向
け
る
。　

○
地
域
で
の
一
声
運
動
、
挨
拶
運
動
を
推
進

　

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
見
慣
れ
な
い
車
は
ナ
ン
バ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク

　

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

◎
ス
ト
ッ
プ
！
交
通
死
亡
事
故

  

当
署
管
内
で
も
、
本
年
に
入
っ
て
既
に
２

件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
昨
年
を
大
幅
に

上
回
る
ペ
ー
ス
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　

　

事
故
を
分
析
し
て
み
る
と
、　　
　
　
　

「
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が
全
体
の
約

半
数
近
く
を
占
め
る
（
増
加
率
は
全
国
１

位
）」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助

か
っ
た
事
故
は
半
数
以
上
」「
国
道
で
全
体

の
約
７
割
が
発
生
、
直
線
道
路
で
約
５
割
を

占
め
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
こ
で
、皆
さ
ん
へ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

○
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
反
射
材
を
身
に

　

つ
け
、
明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
を
す
る

○
飲
酒
運
転
は
ゼ
ッ
タ
イ
に
や
め
る
。
飲
ん

　

だ
ら
ハ
ン
ド
ル
は
握
ら
な
い

な
ど
の
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
す
る
と
と
も

に
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
交
通
安
全
教
室
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
交
通
事
故
防
止
へ

の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

夏の交通事故防止県民運動
期間：７月 21 日㈮～８月 20 日㈰

【重点目標】
◎高齢者と子どもの交通事故防止
◎飲酒運転等悪質・危険な運転の追放
◎シートベルトとチャイルドシートの正

しい着用の徹底
◎運転中の携帯電
話等使用禁止等の
徹底

　夏の行楽シーズンと児童や生徒の夏休
みの時期でもあるため、交通事故の多発
や暴走族の活動の活発化が予想されます。
　また、山梨市役所前の交差点に於いて
シートベルトの調査を行ないましたが、
国道 140 号線の利用者に比べ、市内の道
路でシートベルトの使用率が非常に低い
ように見うけられます。
　車に乗る時は面倒がらずにシートベル
トをしましょう。また、交通ルールとマ
ナーを守り、事故のない安全な地域を目
指しましょう。
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お
知
ら
せ

相　
　

談

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

講　
　

座

催　
　

し

健　
　

康

子

育

て
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福
祉
・
介
護

初夏から秋に使える、金魚や
コスモスなどのかんたんでか
わいい手作りのお細工物を
紹介。教室で習うように分か
りやすく、手順をカラー写真
で解説するほか、初心者や
迷ったときのための基礎技法
を巻末にまとめる。

月の光の中で起きあがったの
は、確かにカラスだったが、ただ
のカラスではなかった。
戦国時代の関東を舞台に、九
郎丸というカラス天狗の波乱
にみちた人生を描いたな歴史
物語。日本のファンタジーの先
駆者、久々の新刊。

にほんふしぎばなし　てんぐどうじ

本朝奇談　天狗童子
　佐藤さとる・作　村上　豊・絵 【今月の注目本】

初めての長旅に張り切る若だんなが、
誘拐事件に天狗の襲撃、謎の少女の出
現と、箱根でのんびり湯治の予定が思
いも寄らぬ珍道中に……。
大好評「しゃばけ」シリーズ第５弾。読み
出したら止まりません。この夏、シリーズ
全作品を読破してみませんか。

山梨市立図書館　万力1830(市民会館内)　☎㉒9600(月曜休館)

新着一般図書の紹介
日本の小説 
あやし うらめし あなかなし 浅田  次郎
ヴィンテージ・シックス 石田  衣良
船泊まりまで 片山  恭一
愛を海に還して 小手鞠るい
女信長 佐藤  賢一
溺れる人魚 島田  荘司
スコットランドヤード・ゲーム 島田  伸司
第九の日 瀬名  秀明
あめふらし 長野まゆみ
本朝金瓶梅 林　真理子
ブラッドタイプ 松岡  圭祐

文学・エッセイ・手記・外国の小説など 
男女（オスメス）の怪 養老  孟司
エラいところに嫁いでしまった！ 槇村  君子
人生の旅をゆく よしもとばなな
アビーの告白 アビゲイル・ヴォナ
エンデュミオン・スプリング マシュー・スケルトン
その他・一般 
ブログに挑戦してみよう 佐々木　博
自閉症のすべてがわかる本 佐々木正美
電子マネーの技術とサービス 磯崎 マスミ
細編みと鎖編みでできる帽子 弘茂  昭子
富の未来㊤㊦  アルビン・トフラー

かんたんかわいいお細工物　その２

「夏から秋」を飾る
　　　　内藤乃武子・著

うそうそ
　畠中　恵・著

★上記以外にも新着図書があります。お問い合わせください。

【みつけよう　だいすきな本】
　「’06こどもにすすめたい本」を展示しています（８月27日（日）まで）

【今月のおはなし会】
　時間：午前10時30分～11時

●幼児・低学年向き〔くれよん〕
　　 ……… ８月26日㈯

【おはなしレストラン】
　絵本の読み聞かせ　ほか
　　　８月８日(火）
　午前10時30分～11時30分
　　市民会館４階Ｂ会議室

【開館時間】　午前９時～午後５時（金・土は午後７時まで）
★夏季学習室開放中　8月27日（日）まで（図書館休館日はお休みします）

地　区 前年度支部長名 児童名
加納岩１区 雨宮　正雄 （雄太）
　　　２区 風間　春美 （勇一郎）
　　　３区 中村　佳子 （聡）
　　　４区 飯島　猛一 （浩也）
　　　５区 勝村　真寿美 （嘉徳）
　　　６区 小池　絹子 （伸一）
　　　７区 懸本　敬子 （千尋）
　　　８区 塩入　由里 （由佳）
　　　９区 逆瀬川慶浩 （千夏）
万　力１区 古屋　真弓 （直樹）
　　　２区 中村　亮子 （百恵）
　　　３区 長沼　和人 （未来）

正徳寺 田中　浩 （勇樹）
落　合 岩瀬　享子 （弘和）
上岩下 新谷　秀美 （ひかる）
小田屋 萩原　和明 （秀作）
山　根 武藤　一真 （美姫）
矢　坪 小泉　一正 （憲司）

一丁田中 帷子　力彦 （瑛梨奈）
歌　田 有賀　久訓 （友唯）
下栗原 松本　純也 （賢太朗）
上栗原 永井　勝雄 （弘樹）
中　村 渡部　洋子 （薫）

山梨南中学校　制服リサイクルバザーにご協力ください
　山梨南中学校では、９月９日㈯
10 日㈰に行われる友

ゆうきさい

輝祭で、制服・
体育着などのリサイクルバザーを
実施します。まだまだ十分に使え
るが「子どもが卒業した」「成長に
伴い着られなくなった」などで不
要になった制服や体育着などがあ
りましたら、ぜひご寄付ください。

■収集品
　制服、体育着、体育館履き、ヘ
ルメット、通学かばん、ラグビー
ジャージ、ネクタイやボタンなど
の小物　など
＊寄付していただく品物について
は、子どもたちが気持ちよく使え
るよう、洗濯した清潔なものをお
願いします。　　

■収集期日および収集場所
　９月３日㈰までに、前年度支部
長さん宅（右表参照）に届けてく
ださい。
　お近くに収集者がいない場合に
は、学校に届けていただいても結
構です。
■リサイクルバザー実施日
＊９月９日㈯体育の部 /10 日㈰文
化の部（天候状況により体育の部
と文化の部が入れ代わることがあ
ります。ご了承ください。）
＊場所…山梨南中学校正面玄関横
テント

【問い合わせ】
　山梨南中学校ＰＴＡ文化交流部
　担当　宮本・利根川☎� 0173

( 順不同、敬称略 )
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　国民年金保険料は、３月分までまとめて前払い（前
納）すると、割引されて安くなります。８月中に前納
すると、毎月納付した場合に比べて1,260円お得です。
納める月が早いほど割引額が大きくなります。
■割引額一覧

＊前納するためには、専用の納付書が必要です。社会
保険事務所で納付書を作成いたしますので、ご連絡く
ださい。
　甲府社会保険事務所　☎ 055(252)1431（代）
＊前納した後、厚生年金に加入するなどした場合、加
入後の保険料は還付請求書を提出していただくことに
より、ご返金されます。

【問い合わせ】
市民課国民年金担当　�����������������  ☎� 1111（内線 144、145）

３月分までまとめて現金納付すると
国民年金保険料が割引になります。

納付時期 前納する月分 割引額
８月中 ８������月�����分～３月分 1,260 円
９月中 ９月分～３月分 940 円

10 月中 10 月分～３月分 680 円
11 月中 11 月分～３月分 450 円
12 月中 12 月分～３月分 270 円

　　

2011 年７月 24 日までに
アナログテレビ放送は終了します。
～地上デジタルテレビ放送完全以降へのお知らせ～

　現行の地上アナログテレビ放送は、地上デジタ
ル放送への移行に伴い、2011( 平成 23) 年 7 月 24
日までに終了します。
　地上デジタル放送を視聴するには、
①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える　
②地上デジタルチューナーを買い足す　
③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで
　視聴する　の各方法があります。
　詳しくは、お問い合わせください。

【問い合わせ】
◆受診相談　総務省地上デジタルテレビジョン
　放送受診相談センター　☎ 0570(07)0101
◆視聴エリア　㈳地上デジタル放送推薦協会　　
　ホームページ　http://www.d-pa.or.jp

※ＣＡＴＶに加入している世帯は、ご加入のＣＡＴ
Ｖ放送へお問い合わせください。
　　山梨ＣＡＴＶ放送　☎� 6822
　　峡東ＣＡＴＶ放送　☎� 2252

　山梨県では、故郷の山や森林を見つめ直し、その恩恵
に改めて感謝する契機とするため、８月８日をやまなし

「山の日」と定めています。
　山の日は、「山に親しむ」「山に学ぶ」「山と生きる」
を基本理念に、森林づくりなどの環境保全活動を通じて、
現在および将来にわたって、豊かな山や森林の恩恵を享
受できる自然との共生社会の実現を目指しています。
　８月８日を中心に、県内各地でさまざまなイベント、
山村施設への無料招待などが実施されます。ぜひ、ご参
加ください。

< 山村施設への無料招待 >
■応募方法　はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号お
よび「山村施設無料招待希望」を記入の上、利用希望の
施設を１施設（下部参照）明記して次の宛先に郵送して
ください。
　〒 400-8501（住所不要）山梨県森林環境総務課　
　やまなし「山の日」実行委員会事務局
■応募締切　８月８日㈫　（当選発表：８月中旬）

【問い合わせ】　やまなし「山の日」実行委員会事務局
（山梨県森林環境総務課内）☎ 055(223)1634

今年は制定10周年。８月８日はやまなし「山の日」です

■無料招待施設一覧■　
①宿泊招待　< １泊２食 > スパティオ小淵沢 ( 北杜市 )、富士桜荘 ( 富士吉田市 )、みずがき山リーゼンヒュッテ ( 北杜市 ) ＊いずれも１
　組２名　< １泊 > マウントピア黒平 ( 甲府市、１組５名まで )、八ヶ岳高原たかね荘　美し森ファーム ( 北杜市、２組…１組４～６名 )、
　ウッドビレッジ伊奈ヶ湖 ( 南アルプス市、１組２～６名 )
②利用招待　鼓川温泉・花かげの湯 ( 山梨市、共通無料券 15 組 )、増富の湯 ( 北杜市、無料券５組 )、金山沢温泉 ( 南アルプス市、無料券５組 )、
　なんぶの湯・奥山温泉 ( 南部町、共通無料券 10 組 )、富士桜荘 ( 富士吉田市、テニスコート１面半日無料２組 )
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■日　時　平成 19 年１月７日㈰
午後１時
2 2 2 2

から
■会　場　山梨市民会館ホール
※詳細は、広報 10 月号にてお知ら
せします。

【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当 ( 市民会館
内 ) ☎� 9611( 月曜休館 )

平成 19 年成人式のご案内

～勤労者のみなさんの生活を応援
します ( 勤労者福利厚生資金 ) ～

　働くみなさんのゆとりある生活
の実現を目的として、福利厚生に
必要とする資金の一部を低利に融
資する制度です。ぜひご利用くだ
さい。
■制度内容
◇融資限度額・・・勤労者１人に
つき 100 万円以内
◇返済期間・・・60 か月以内、融
資を受けた翌月から毎月一部償還
を行うこと
■融資対象者
◇市内に１年以上居住し事業所に
勤務する者
◇市内の事業所に 1 年以上勤務す
る者
※事業所とは、物の生産またはサー
ビスの提供が事業として行われて
いる個々の場所（雇用従業員が常
時３人以上いること）をさします。
※勤務する者とは、職業の種類を
問わず他人に使用され、賃金、給
料などの収入によって生計をなし
ている人をさします。

【申込・問い合わせ】
中央労働金庫甲府支店　
☎ 055(235)3431（労農福祉セン
ター内）　商工労政課商工労政担当
☎� 3111（夢わーく山梨内）

返済期間が延長になりました！
　　　　　　　　　～小規模事業者小口資金のお知らせ～

　平成 18 年７月から、運転資金は「５年以内（これまでは３年）」、設備資
金は「７年以内（これまでは５年）」になりました。ぜひご利用ください。
■制度内容

資金種別 融資限度額 返済期間（据置期間） 備　　　考
運転資金 750 万円 ５年以内（２か月以内）無担保・無保証人

信用保証料の補助
設備資金 750 万円 ７年以内（２か月以内）
緊急資金（運転のみ） 50 万円 １年以内（２か月以内）
※貸付利率については商工労政課までお問い合わせください。
■融資対象者
常時使用する従業員の数が 20 人 ( 商業またはサービス業を主たる事業とす
る者にあっては５人）以下の会社もしくは個人であること。 
■資格要件
①個人にあっては、信用保証委託の申込日以前１年以上市内に居住し、県
内に店舗、工場または事業所を有していること。 
②法人にあっては、信用保証委託の申込日以前１年以上市内に店舗、工場
または事業所を有していること。 
③信用保証委託の申込日以前１年以上同一の業種に属する事業を行ってい
ること。 
④事業税または市民税の所得割のいずれかについて、信用保証委託の申し
込みの日以前１年間において、納期が到来した税額を完納していること。 

【申込・問い合わせ】
商工労政課商工労政担当　☎� 3111（夢わーく山梨内）

税務課�������������固定資産税担当������からのお願い
　固定資産税は、毎年、賦課期日（１月１日）に土地・家屋・
償却資産（これらを総称して固定資産といいます）を所有している人
へ課税する税金です。
　������������������������������固定資産税担当では、日頃より市内に所在する家屋の状況を把握す
るよう心がけていますが、完全に確認をすることが��������でき������ない場合があ
ります。
　������������������������������こうした確認漏れを防ぎ、正しい課税をするためにも、家屋を��壊�し
た場合は、年内に届出をしてください。
　������������������������������また、口座振替により固定資産税を納税している人は、納税義務者
が変わった場合、次年度以降の固定資産税は設定内容が変わるため、
口座から納税できなくなりますので、納税義務者を変えた場合で、引
き続いて、口座から納税を希望する人については、手続きをしてくだ
さい。

【������問�����い����合���わ��せ�】　�������������  税務課	固定資産税担当	 ☎� 1111（内線 124������、�����125��）�	
	 収納担当	 ☎� 1111（内線 126�����、����127�）
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お知らせ
～果樹の盗難防止に
　　　　ご協力ください～

　―地域ぐるみで
　　　未然に防ぐ環境づくりを―
　毎年この時期になると、ぶどう
などの果樹を狙った盗難が発生し
ます。市は農協などと連携をとり、
果樹盗難の未然防止に努めていま
す。市民のみなさんも盗難防止の環
境づくりにご協力をお願いします。
○泥棒は人目を嫌います。知らな
い人に対しても挨拶などの声かけ
を心がけましょう。
○不審車を見かけたらとにかくメ
モをとりましょう。
○盗難を見かけたらすぐ 110 番し
ましょう。

【問い合わせ】農林課農林担当　
☎� 3111（内線 122）

～戦没者・原爆死没者に
　　　　　　　黙とうを～

～毎月勤労統計調査
 特別調査の実施について～

　原爆死没者慰霊式ならびに平和
記念式典が、今年も８月６日に広
島市で、８月９日に長崎市で行わ
れます。
　この式典の中で、原爆が投下さ
れた時間（広島は６日午前８時 15
分、長崎は９日午前 11 時２分）に、
原爆死没者のめい福と世界の恒久
平和を祈る１分間の黙とうが「平
和の鐘」を合図に行われます。
　また、８月 15 日の正午にも、全
国戦没者追悼式の席上、黙とうが
行われます。
　市民のみなさんも各家庭や職場
で、これに合わせて１分間の黙と
うをささげていただくようお願い
いたします。

【問い合わせ】　
福祉事務所社会・長寿福祉担当
☎� 1111（内線 164）

　この調査は、本年７月 31 日を
調査期日として、常用労働者が１
～４人の事業所の賃金・労働時間・
雇用の実態を把握し、国や県の労
働・経済に関する行政施策を策定
する基礎資料とするために、全国
規模で行われる調査です
　調査の内容は統計以外の目的に
は一切使用されません。調査の趣
旨をご理解の上、ご協力をお願い
します。
■調査対象　
厚生労働省が指定した調査区内（上
神内川地域）の事業所
■調査方法　
８月から９月にかけて統計調査員
が訪問して調査票を作成

【問い合わせ】　
山梨県企画部統計調査課　
☎ 055(223)1341

　農業後継者育成資金は、市内の農業後継者に対し、
農業生産活動の促進および農村生活環境の整備に必
要な資金の融資を行い、後継者の育成に資すること
を目的としています。

■貸付対象者　農業を後継する年齢 20 歳から 50 歳
　までの人で、農業をもって生計を営む人
■貸付期間　５年以内
　( 貸付初年度のみ償還据え置き可 )
■貸付区分・率・限度額　右表のとおり
■貸付利率　年 1.48％
■利子補給　償還利子のうち年利率 0.21％

貸　付　区　分 貸付率 貸付限度額
農業経営施設の新設、
増設または改良

必要資金の

80％

300 万円以内

農機具および運搬車取得 300 万円以内

家畜、家きんの導入 100 万円以内

育苗、新植または改植��など 100 万円以内

住宅または家具の整備 500 万円以内

結婚資金 200 万円以内

情報機器 100 万円以内

その他市長が認めた場合 100 万円以内

農業後継者育成資金をご利用ください

【問い合わせ】農林課農地担当 ( 牧丘庁舎内 )　☎� 3111( 内線 108)

■貸付区分・率・限度額表
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● 行政相談
国・県・市・公団などの仕事につい
ての苦情や要望などの相談
◆８月 18 日㈮　午後 1 時～４時
　[ 会場 ] 夢わーく山梨 
　問総務課行政防災防犯担当
　☎� 1111( 内線 227)　
◆８月 21 日㈪　午後 1 時～ 3 時　
　[ 会場 ] 牧丘支所　
　問牧丘支所総務担当　☎� 3111
◆８月 25 日㈮　午後 1 時 30 分～
　３時　[ 会場 ] 基幹集落センター
　問三富支所総務担当　☎� 2121
※お住まいの地域に関係なく、都合
のつく日をご利用ください。

●教育相談
[ 日時 ] 毎週木曜日　午前 10 時～
午後４時　[ 会場・問 ] 生涯学習課
( 市民会館内 ) ☎� 9611　
牧丘支所教育担当　☎� 3111　
三富支所教育担当　☎� 2121
※幼児教育相談はつつじ幼稚園　
☎� 0244

●家庭児童相談
児童の養育に関する家庭問題　
[ 日時・会場 ] 月・水・金曜日 ( 山
梨市役所 ) ／火・水・木曜日 ( 牧丘
支所 ) ※いずれも午前９時～午後４
時　問福祉事務所児童福祉担当
☎� 1111( 内線 162)

●中・高年齢者職業相談
中・高年齢者の就職と雇用などの相
談とあっせん　
[ 日時 ] 月～金曜日 ( 祝日除く ) 午
前８時 30 分～午後５時　[ 会場 ]
夢わーく山梨３階　高齢者職業相談
室問夢わーく山梨　☎� 3111

●若年者の「仕事」に関する相談
就職活動、職業適正、キャリアアッ
プ・職場の悩みなどの相談　
[ 対象 ] おおむね 35 歳くらいまで
の人　[ 日時 ] ８月１・８・15・22
日㈫　いずれも午後６時～９時 [ 会
場 ] 夢わーく山梨２階相談室　問商
工労政課商工労政担当　
☎� 3111( 予約受付 )

相　談
各　種　相　談

●結婚相談
[ 日時 ] ８月 19 日㈯　受付時間午
後２時～６時　[ 会場 ] 市民会館３
階控え室　問生涯学習課生涯学習担
当 ( 市民会館内 )　☎� 9611

●パソコン困りごと相談室
インターネット体験・困りごと相談
相談料　無料　[ 日時 ] ８月５・
19・26 日㈯　[ 受付時間 ] 午後１
時～４時　[ 会場 ] 市民会館４階Ｃ
会議室　問生涯学習課生涯学習担当
( 市民会館内 )　☎� 9611
※５日は、子どもフェスティバルの
ため午前９時 30 分～午後２時

●社会保険出張相談
健康保険および厚生年金・国民年金
に関する相談　
[ 日時 ]　８月 10 日㈭午前９時 30
分～午後４時 ( 正午～午後１時は休
み )　[ 会場 ] 夢わーく山梨　　
問甲府社会保険事務所 ( 甲府市塩部
1-3-12)　☎ 055(252)1431( 代 )

●不動産無料相談
不動産に関する相談全般　
相談料　無料　[ 日時 ] ８月 21 日
㈪　[ 受付時間 ] 午前 10 時～午後
３時 ( 正午～午後１時は休み )　
[ 会場 ] ㈳山梨県宅地建物取引業協
会峡東支部事務所（市民体育館東側
山梨法人会館内）　
問同協会峡東支部　☎� 1481

特設人権相談所開設
　山梨人権擁護委員協議会と甲府地方法務局では、「特設人権相談所」を
開設します。
■日　時　８月 17 日㈭　　午前 10 時～３時 ( 事前予約不要 )
■会　場　山梨地域：市民会館　牧丘・三富地域：牧丘町総合会館
■相談員　人権擁護委員・法務局職員
■相談内容　家庭内での悩み（暴力・虐待・相続ほか）、近所とのトラブル、
ストーカー、セクシャルハラスメント、その他人権に関すること

【問い合わせ】　福祉事務所社会・長寿福祉担当☎� 1111（内線 164）

　山梨市ユネスコ協会では、外国
人を交えた宿泊生活で、国際理解
の精神を養い、また、自然豊かな
環境のなかでの活動を通して、自
然を愛する心を養うことを目的と
して、国際子どもキャンプを開催
します。
■開催日　８月 19 日㈯～ 20 日㈰
■場所　乙女高原グリーンロッジ
■定員　40 人（小学４年～中学生）
■参加費　4,000 円

【問い合わせ】　風間　☎� 1891　
　生涯学習課生涯学習担当
　（市民会館内）　☎� 9611
※詳細は学校に配布してあるチラ
シでご確認ください。

～ユネスコ国際子ども　  

 キャンプ参加者募集！～
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　～日本宇宙少年団
　　　　　　　団員募集～

募　集 　市教育委員会では、日本宇宙少
年団の山梨市分団の設立を計画し
ています。
　主な活動は、星の観察会、水ロ
ケット製作、宇宙航空開発研究機
構見学などを予定しています。
　団員になるには、まず日本宇宙
少年団への加入申し込みが必要と
なります。生涯学習課に申し込み
用紙がありますので、希望者はご
利用ください。
　なお、申し込みには、登録料と
年会費が必要となります。
■登録料
　正団員・家族会員とも１人 2,000
円です。
■年会費
　正会員・家族会員とも１人 2,400
円です。ただし、家族会員で月刊
誌「スペースガイド」が不要な場
合は 1,800 円です。

【問い合わせ】　生涯学習課生涯学
習担当（市民会館内）　☎� 9611

～植木管理技能講習会
　　　　　　  受講者募集～

～「川の通信簿」

　　　　参加者募集！～

「第 3 回自然と清流・
果実の里やまなし短
歌大会」作品募集中！
 締切：9 月 30 日 ( 土 )
※詳しくは、広報７月号を
ご覧ください。

【問い合わせ】生涯学習課
生涯学習担当　☎� 9611

★「川の通信簿」とは……
　市民のみなさんと国土交通省や
県・市の職員が実際に現地に行き、
河川空間の親しみやすさを市民と
の共同作業によるアンケート調査
により評価します。
　その結果から、良い点・悪い点を
把握し、河川整備計画や維持管理な
どに反映し、良好な河川空間の保全・
整備を図っていくための基礎資料
とするものです。
■日時　8 月 26 日㈯午前９時～
正午（集合 8 時 50 分・雨天決行）
■調査場所　万力公園周辺、三川
( 笛吹川・重川・日川 ) 合流部周辺
■集合場所　市民会館前
■定員　30 人（先着順・定員にな
り次第締切）
■申込方法　電話にてお申し込み
ください（氏名、年齢、住所、電
話番号）
■申込締切　8 月 11 日㈮
■主催　国土交通省甲府河川国道
事務所
■共催　山梨市

【申込・問い合わせ】
　建設課管理担当☎� 1111
　（内線 265）

　県シルバー人材センター連合会
では、植木のせん定・樹木の消毒、
各種道具の使い方を習得するため
の講習会受講者を募集します。
■受講対象者　おおむね 55 歳以上
65 歳未満の就職希望者
■定員　20 人
　（定員を超えた場合は抽選）
■講習日　９月４日㈪～８日㈮
■場所　山梨市役所東市有地

（旧セレスティカ・ジャパン跡地）
■申込締切日　８月 21 日㈪
■申し込み　
東山梨シルバー人材センター
山梨事務所　☎� 4150

【問い合わせ】　㈳山梨県シルバー
人材センター連合会 
☎ 055(228)8383

～第３回力自慢我がまち№ 1 参加者募集～
■日　時　８月 20 日㈰午後１時～（受付：０時 30 分～）
■会　場　山梨市牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター
■内　容　①部門　小学生・中学生・一般 10 代・一般 20 代・一般 30 代・
一般 40 代・一般 50 代以上の７部門　②競技　荷物移動・重り引き・
メイシンボール投げ・スリッパ飛ばし・フラッグの５種目
※ポイント制で部門・種目ごと１位を表彰、また、全部門の中から「我
がまち№１」を決定する。 
■参加費　無料  　 
■持ち物　運動のできる服装、体育館用の運動靴、タオル 
■参加方法　申込書へ必要事項を記入し、山梨市牧丘Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターへ申し込む。 
■受付期間　８月 13 日㈰午後５時まで 

【問い合わせ】　山梨市牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎� 4411 
　我がまち№１実行委員会事務局　磯村　☎ 090(3102)6225
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～「成人大学講座」を開講します（受講生募集）～
■講座内容　下表のとおり
■会　場　中央公民館（市民会館）４階　大会議室
■対象者　一般成人 150 人（全日程受講できる方）
■受講料　無料
　（第５回は保険料・拝観料など実費がかかります。）
■テーマ　　豊かなうるおいのある暮らしのために
■申込締切　８月 18 日㈮（月曜休館）

※聴講大歓迎です。希望者は当日受付にて申込みをし
てください。

※保育サポートによる託児ルームを開設します。受講
申し込み時に予約が必要です。
※第５回「文化財巡り」は聴講および託児は不可。
◆ボランティアを募集します
　受付、会場係など講座運営のお手伝いをしてくれる
方を募集します。受講申込み時に申し出てください。
※講座の 30 分前に来ていただける方（全日程でなくて
も可）。

【申込・問い合わせ】　
　生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）　☎� 9611

回 日　　　時 講　　義　　内　　容 講　　　　　　　　　師

1
9 月

14 日㈭
午後1:30～2:00 開　講　式

午後2:00～4:00 くすりとの上手なつきあい方
廣瀬　徹 ( 株式会社山梨薬剤センター管理薬
剤師 )

2 28 日㈭ 午後1:30～3:30
牧丘段丘の生い立ちとナウマン象化石に
ついて

大村　昭三 ( 岩間井戸工業株式会社技術士 )

3 10 月 19 日㈭ 午後1:30～3:30 笛吹川・その源流と文学 近藤　信行 ( 山梨県立文学館館長 )
4

11 月

 2 日㈭ 午後1:30～3:30 山梨県の自然環境の現状と課題 依田　正直 ( 環境���������� 省環境カウンセラー �)

5 16 日㈭
午前 8:00 ～
　　　������ 午後 4:30

文化財巡り（甲府市）
大村　和夫 ( 山梨県文化財保護指導委員��・�山
梨郷土研究会員 )

6 30 日㈭ 午後1:30～3:30 使命ある言葉の遣
つか

い方
三上弥貴子 ( 株式会社三上��������・�������オフィスＭＩＫ
ＡＭＩ代表取締役 )

7 12 月 14 日�㈭ 午後1:30～3:30 ゆがみを直して健康体
石原　政文(コンディショニングオフィッス・
マッスル・ケア・ジャパン主宰 )

8 1 月 25 日�㈭ 午後1:30～3:30 くらしと法律 丸山　公夫 ( 弁護士���������� ・��������� 丸山法律事務所長 )
９

2 月
 8 日㈭ 午後1:30～3:30 山梨市史から見えること 芦沢　武 ( 山梨市生涯学習課長 )

10 22 日㈭
午後1:30～3:30 市政時事 中村　照人 ( 山梨市長 )
午後3:30～3:50 閉　講　式

～農村女性ステップアップ研修受講生募集～

電気安全出前セミナー実施中！

　峡東農務事務所では、管内女性農業者 ( 希望者 ) を対象と
した講座を開催します。受講生の要望を取り入れながら、わ
かりやすい講座内容で勧めていきます。ぜひ、ご参加ください。
■開催計画・時期（詳しい日程は受講前に連絡します）
●農業技術コース　秋冬野菜栽培講座（８月）、果樹（モモ）
秋季剪定現地講習（９月）、果樹（モモ・ブドウ）剪定現地講
習（12 月）、農薬基礎講座（１月）
●農村生活コース　トータルライフ健康管理講座～子育てか
ら老後まで心も体も元気で過ごすために（９月）、現地視察研
修～直売・加工などの取り組み（10 月）、パソコン活用研修
～名刺・ラベルづくり（11 月）、地域特産品を活用した加工
研修（２月）　※いずれの内容も受講者の希望により変更する場合

があります。　■参加費　無料　■申込締切　８月 11 日㈮
【申込・問い合わせ】　峡東農務事務所　☎⑳ 2707

【問い合わせ】
　㈶関東電気保安協会　山梨事業本部
　広報担当　岡　☎ 055(228)3200
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講　座
～話さずにはいられない！

　英会話教室受講生募集～

　山梨市国際交流促進委員会では、
実際のコミュニケーションに役立
つ英会話教室を開催します。この
機会に、スキルアップをめざしま
せんか。
■講　師　高野ヒュレートさん（万
力在住）
■内　容　初級者対象（英検３～
４ 級、TOEIC300 ～ 435 程 度 ）、
使用テキスト「NEW ALLTALK 1」
■日　程　９月から 19 年３月
　（月３回、原則として木曜日）
　９月 14 日から開講予定
■時　間　午後７時 30 分～９時
■会　場　夢わーく山梨 A 会議室
■対　象　市内在住者（学生除く）
■募集人員　20 人　
＊全期間を通して参加できる人に
限ります。応募多数の場合は、新
規受講者を優先のうえ、抽選とな
ります。
■申込方法　はがきに郵便番号・
住所・氏名・氏名のローマ字表記・
年齢・職業・日中連絡が取れる電
話番号・新規受講、再受講の別を
記入し、申し込みください。
■申込締切　８月 18 日㈮必着
■受講料　　5,000 円（初回参加
時に集金。他にテキスト代（実費）
が必要。）

【申込・問い合わせ】　
〒 405-8501（住所不要）
山梨市役所総合政策課政策推進担当
☎� 1111（内線 234）　

～山梨市情報センター

　ＩＴ講習会受講生募集～

≪����講座��１≫
　�����������シニアパソコン入門講座
　パソコンを利用してみたい！と
思っていても、なかなか始めるきっ
かけの�������������な������������いシニア世代の方！操作の
基礎からインターネット活用の基礎
などについて学んでみませんか？

【対象者】
　60 歳以上のパソコン初心者

【日程】９月 ��� �� ����� 19 ��� ����� 日㈫～�����  22 ���日㈮�の
４日間　いずれも�������    午前 9 ����  時 ��� 30 �分
～ 11 ����  時 ��� 30 �分
≪����講座��２≫
　�����������デジタルカメラ入門講座
　デジタルカメラ�������で������撮影した写真
をパソコンを使って������加工する方法
をおぼえ、����������もっと活用し����てみ��ませ
んか？

【対象者】パソコン・デジタルカメ
ラの初心者・初級者

【日程】９月 ��� �� ����� 19 ��� ����� 日㈫～�����  22 ���日㈮�の
４日間　いずれも午後７時���～��９時
■募集人員　各講座とも 10 人程度
　※応募者多数の場合は抽選
■募集締切　�����  �８月 ��� �15 ��日㈭
■申込方法
　��������������はがきまたは電子メールにて受
付します。受講したい講座名・郵
便番号・住所・氏名・年齢・職業・
電話番号・パソコン所有の有無・操
作歴を記入�����������し、���������申し込みください。
■受講料　3,000 円������（�����テキスト代
初回講習時に���集金）

【申込・問い合わせ】　
〒 405-8501（住所不要）
山梨市役所総合政策課電算システム
担当　☎� 1111����������� （内線 236･237）
メールアドレス�　
　����������������������������itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

～�����������企業法務スペシャリスト

　　　　　　　�����養成講座�～

　��������������５月１日に会社法が改正され、
併せて関連法律の改正も行われま
した。リスク管理・企業防衛の観
点からも、社内で法務関係の概要
を理解し、適切な経営戦略判断を
行える「企業法務スペシャリスト」
を養成することを目的としてセミ
ナーを開催します。
■日��　�時　９月６日～������    10 ����  月 ��� 11 �日

（毎週水曜日の６日間）
■主催・会場　
独立行政法人　雇用・能力開発機
構山梨センター（南甲府警察署前）
■受講対象　　中小企業の事業経
営に従事する人
■申込方法　会社名・所在地・電
話番号・受講者氏名・所属または
役職を明記����������し、��������ファクスにてお申
込みください。

【申込・問い合わせ】
独立行政法人　雇用・能力開発機
構山梨センター　業務課雇用管理
係��������������� 　�������������� ☎ 055(242)3061　
ﾌｧｸｽ ������������� 055(241)	 3865

無料職業訓実施中！
練�������������独立行政法人雇用・能力開発
機構山梨センター������では、再就職
を目指す方への職業訓練を無料
で行っています。
◆６か月コース
　テクニカルオペレーション科
　金属加工科　住宅サービス科
　ビジネスワーク科
◆３か月コース
　溶接施工科　オフィスワーク科
　詳細は、当センター訓練課ま
でお問い合わせください。
☎ 055(242)3066
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～ふるさと山梨

　　　　　就職フェア～

　��������������県では、学生を含むＵターン、
Ｉターン希望者の県内への就職促
進と県内企業の人材確保を図るた
め、「ふるさと山梨就職フェア」を
開催します。希望の企業や仕事に
出会える絶好のチャンスです。
■日��　�時　８月 ��� �17 ��日㈭
　午後１時～��������（受付：����正午��～）
■���会　場　ベルクラシック甲府
■対��　�象　
・��������������� 県内での就職を希望する平成 ��19
年３月卒業予定の大学・短大・専
修学校生を含むＵターン、Ｉター
ン就職希望者　　　　　　
・県内に事業所・支店������など����があり、
県内を就業地とする求人のある企業
■内��　�容　　　　
・県内企業�������など�����との面接会
・農業、林業、福祉、商品販売・製
造分野への就業を希望�����している人
の仕事相談
・専門職員による職業相談　など 
■参加費　無料
※��������������申込������������は�����������不要。��������直接ご参加くださ
い。
※面接希望者は、面接を希望する
企業分の履歴書をご持参ください。

【������問い合わせ�】　
県労政雇用課	 ☎ 055(223)1562	
	����������������  ﾌｧｸｽ ������������055(223)1564

～子どもの就職に悩む親のための
　就職支援セミナー
　　＆個別カウンセリング～

　��������������若者の就職を支援するため、県
が設置した若者のためのサービス
センター「ジョブカフェやまなし」
では、子どもの就職に関する親向
けの「セミナー」�������およ�����び「カウン
セリング」を開催します。
■日��　�時　８月 �������� 25 ������日㈮����午後１時
30 分～���������  ��（受付：�����  ��０時 30 分��～）
■���会　場　県立青少年センター　
　��������������別館２階多目的ホール　　　　
■対��　�象
おおむ������������    �ね �����������   �15 ���������  �歳から ������ �34 �����歳までの子
どもを持つ親���������また�������はその家族、教
員、その他本セミナーに関心のあ
る�人
■内��　�容

【��������������第１部『就職支援セミナー』�】　
　　午後１時 40 分������  ～�����  ３時 10 分
◆テーマ　����������子どもの就職をサポー
トすること、親の役割を考える
◆��講師　小島貴子（立教大学コオ
プ・コーディネーター）～カリスマ
カウンセラーとして全国で活躍～　

【���������������第２部『個別カウンセリング』�】
　　午後３時 30 分������  ～�����  ４時 40 分
◆専門のキャリアカウンセラーに
よる個別の悩み相談
■参加費　無料
■参加方法　事前申込が必要
■定��　�員　����������� 第１部　������� 100 人���程度　
　��������� 第２部　����� 10 人��程度
■申込�先
　ジョブカフェやまなし
　 ☎ 055(233)4510 　
　ﾌｧｸｽ ������������055(233)4518

【������問い合わせ�】　
県労政雇用課	 ☎ 055(223)1562	
	����������������  ﾌｧｸｽ ������������055(223)1564

再就職のためのセミナー、

カウンセリング＆ガイダンス

　県では、仕事を求める中高年齢
者（対象：おおむね 35 歳以上の求
職者）のみなさんの再就職を支援
するため、セミナーなどの参加者
を募集します。
≪セミナー（定員 30 人）≫
■日　時　9 月 6 日㈬・7 日㈭
　午前 10 時～午後４時　
■����会　場　甲府市総合市民会館
■内���　��容�　再就職に必要な知識・
情報・ノウハウを身に付けるため
の講習会
≪カウンセリング（定員 30 人）≫
■日　時　9 月 8 日㈮・11 日㈪　
　午前 10 時～午後４時
　＊カウンセリング　１人 50 分　
■����会　場　甲府市総合市民会館
■内���　��容�　キャリアカウンセラー
による個々の特性に応じた指導・
アドバイス
≪再就職ガイダンス≫
■日　時　9 月 20 日㈬
　午後１時～午後４時
■���会　場　アピオ甲府
■内���　��容�　合同就職面接会

■参加方法　参加費は無料。セミ
ナー・カウンセリングは事前申込
が必要。

【������問い合わせ�】　
県労政雇用課	 ☎ 055(223)1562	
	����������������  ﾌｧｸｽ ������������055(223)1564

甲府地方気象台お天気フェア 2006
■内　容　気象台見学・地震体験・お誕生日の天気調べなど
■日　程　８月 26 日㈯　午前９時～午後４時
■場　所　甲府地方気象台（甲府市飯田４- ７-29）　
　　　　　（山交バス敷島方面行き「甲府地方気象台」バス停下車すぐ）
■参加費　無料、予約不要、当日お気軽においでください。
■問い合わせ　☎ 055(222)3634　甲府地方気象台総務課
※お車でのお越しはご遠慮ください。台風などにより中止する場合があります。
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夏休み親子文学碑巡りを開催します
　山梨市文学の里づくり子ども教室実行委員会では、
夏休み親子文学碑巡りを開催します。
１　万力公園周辺の文学碑巡り
■日　時　８月 22 日㈫
　午前９時 30 分～（２時間程度）
■集合場所　市民会館正面玄関　■対　象　小中学
生とその親（小学生は親子で参加してください）
■コース　前田晁文学碑→加賀見子麓句碑→「差出
の磯」歌碑→松尾芭蕉句碑→窪田空穂歌碑　ほか
２　万力公園万葉歌碑巡り
■日　時　８月 25 日㈮
　午前９時 30 分～（２時間程度）

■集合場所　市民会館正面玄関　
■対　象　小中学生とその親（小学生は親子で参加
してください）
■コース　万力公園万葉の森にある万葉歌碑と万葉
植物巡り
■定　員　各回とも 30 人
■参加費　無料
■申込方法　８月 15 日㈫までに、電話またはファク
スで申込。その際、住所・氏名・学年・電話番号を
お知らせください。

【申込・問い合わせ】生涯学習課生涯学習担当　
☎� 9611　ﾌｧｸｽ⑳ 1199

　家庭、地域社会が連携して、安心して子どもを生み育
てる環境づくりを推進するため、『第 7 回やまなしし子
どもフェスティバル』を開催します。
　みんなで楽しめる催し物をたくさん用意していますの
で、多数の市民のみなさんの参加をお待ちしています。

■日時　8 月 5 日㈯　午前 9 時 30 分～午後 2 時 30 分
■会場　山梨市民会館
■主な催し物　
親子歯科相談 (9:30 ～、先着 40 人 )・子育て何でも相
談 (9:30 ～ 11:30)・ベビーマッサージ (10:30 ～、要事
前予約 )・手作りおやつの試食 ( 先着 300 食 )・おもちゃ
の『かえっこ』(9:30 ～ 11:00、12:30 ～ 14:00)・つみ
木遊び (9:30 ～ )・人形劇 (10:00 ～ 10:30)・モンチッ
チと一緒にうたおうコンサート＊14:00 ～ 14:30)　など

【問い合わせ】　少子対策課子育て推進担当　
☎� 1111（内線 152、153）

みんな、集まれ！「第７回やまなしし子どもフェスティバル」

♪びゅーちふるずのおにいさんと一緒に歌う♪

モンチッチと一緒に歌おう
　　　　　　コンサート
（市民会館ホール、午後２時～）

　パペットアニメーショ
ン「モンチッチ」の主題
歌「みんな大好きモン
チッチ」を歌っている
びゅーちふるずが、子ど
もフェスティバルにやっ
て来ます！
　びゅーちふるずは、東
京の下町にある会社 (仮
想 )の社長と社員によっ
て結成された日本一の
ハッスルサラリーマンバ
ンド。今回は、ボーカル
の桜チョメ吉さん (写真中央 )が牧丘町城古寺出身である
ことから、やまなししの子どもたちのために楽しい音楽を
聴かせてくれます。子どもたちだけでなく、大人も楽しめ
るひととき。みんな寄っといで～！
【出演】桜 チョメ吉・梅田聖子・荒熊うらら社長(以上びゅー
ちふるず)、モンチッチ(着ぐるみ)
【曲目】みんな大好きモンチッチ、モンチッチじゃんけん 、
朝ごはんの歌　その他 

【びゅーちふるずプロフィール】 
　2002年結成。日本ハッスル化計画推進楽団として、大編成による
ライブ活動から、小編成によるカラオケコンサートまで幅広い活動をこ
なす。パペットアニメーション「モンチッチ」の主題歌がきっかけでファ
ンの幅を子ども＆お母さん層にも拡大し、子ども向けのイベントにモン
チッチの着ぐるみと一緒に出演したり、振付を担当したＫＡＢＡ .ちゃ
んとお台場のイベントで共演するなど精力的に活動中。
また、大編成のバンド活動としては、都内ライブハウスなどを中心に活
躍中。ホームページ　http://www.byu-chi.com/



相　
　

談

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

講　
　

座

催　
　

し

福　
　

祉

健　
　

康

子

育

て

お
知
ら
せ

相　
　

談

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

講　
　

座

催　
　

し

健　
　

康

子

育

て

広報やまなし 2006.8-28

福
祉
・
介
護

催　し

■日　時　８月６日㈰　午後３時
～午後８時
■会　場　
牧丘町西保スポーツ広場
■内　容　地元西保地区のみなさ
んによる各種屋台・青空市（おい
しい野菜や果物の販売）・ジャンボ
流しそうめん・盆踊り　など

【問い合わせ】
鼓川温泉灯ろうまつり実行委員会
林　☎� 2521

～第７回

　鼓川温泉灯ろうまつり～

第 11 回サマー縁日と
　　　　 今昔街道まつり

農産物・特産品店が並びます　
■日　時　８月 13 日㈰午前８時～
■会　場　山梨市駅前「夢の実」広
場　
■主　催　やまなしし朝の市の会

【特別開催】　「夕市」（盆踊り大会）
同日午後５時～同会場にて　浴衣で
盆踊りはいかが？飲食模擬店多数！

【問い合わせ】　
事務局：おくやま　☎� 0512

万力公園ふれあいまつり

■日　時　８月 20 日㈰午前 10 時
～午後３時　■会　場　万力公園万
葉の森　■内　容　フリーマーケッ
ト（中央園路）・各種イベント（野
外ステージ）
■主　催　山梨市商工会青年部
フリーマーケット出店者大募集！

■申込締切　８月 10 日㈭午後５時
【申込・問い合わせ】
山梨市商工会青年部事務局　　　　
平山☎� 0806　ﾌｧｸｽ� 1529

～第9回

　　夏休みおはなしの会～

　牧丘朗読の会では、こどもたちに
本の世界の広さや深さ、喜びを伝え
る活動をしています。
　子どもたちだけでなく、だれでも
参加できますので、お誘い合わせて
ご来場ください。
■日　時　８月 19 日㈯
　午後３時～ 4 時 30 分
■会　場　牧丘町総合会館談話室
■内　容　民話、絵本、大型紙芝居
などによるいろいろなお話

【問い合わせ】
　牧丘朗読の会　駒井☎� 3073

琴川ダム湖底と
峡東地域広域水道企業団見学会実施中！
　詳しくは、広報やまなし７月号をご覧ください。
　問総合政策課政策推進担当　☎� 1111（内線 ������  ��232 ��� ��～ ����235�）　

～健やか山梨21

　　　健康づくり作品募集～

■募集要旨　健康づくりにふさわ
しい、健康感・生活感にあふれた
テーマで作成した図画・ポスター
または標語で未発表のもの
( 例 ) 健康づくりに役立つよりよい
生活習慣を奨励する内容（運動・
食生活など）、禁煙の奨励など
■区分、応募資格、内容
①図画の部　小学校３年生以下の
児童・幼児　絵のみとし、文字は
入れない　②ポスターの部　小学
校４年生以上高校生以下　「健やか
山梨 21」の言葉を入れる（「健や
か山梨 21」以外の文字は入れな
いこと）　③標語の部　県内在住者

（年齢不問）　
※①②は 27 × 38㎝（八つ切り
サイズ）の図画用紙に水彩絵の具
またはクレヨン・パスなど（油絵
の具不可）を用いて描いた平面作
品、作品の裏面右下に必要事項を
記入した「応募用紙１」を１枚貼
り付けること。③は官製はがきま
たは「応募用紙２」（必要事項も記
入）に黒色のペンまたは鉛筆書き
とすること。はがきで応募する場
合は、住所・氏名・学年または年齢・
電話番号を漏れなく記載すること。
一度に複数の応募をする場合は、

「応募用紙２」を使用すること。
※応募用紙は、市役所保健センター
または県のホームページでお求め
ください。
■締切　９月８日㈮必着

【応募・問い合わせ】
〒 400-8501（住所不要）山梨県
福祉保健部健康増進課健康づくり
担当　☎ 055(233)1498 
ﾌｧｸｽ 055(223)1499

第６回「やまなしし
　　　朝の市」と「夕市」

各種模擬店でにぎわいます
■日　時　８月 10 日㈰午後６時
～午後９時　
■会　場　山梨中央銀行日下部支店
～甲府信用金庫加納岩支店両歩道
■主　催　ゆりの木商店街

【問い合わせ】
事務局：オルドフ㈲　☎� 7222



相　
　

談

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

講　
　

座

催　
　

し

福　
　

祉

健　
　

康

子

育

て

お
知
ら
せ

相　
　

談

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

講　
　

座

催　
　

し

福
祉
・
介
護

健　
　

康

子

育

て

広報やまなし 2006.8-29

情　
報やまなし

2006.8

山梨地域
月　　日 会　　場 該当地区

8 月 24 日㈭ 堀之内小学校 堀之内・水口・切差区
9 月 6 日㈬ 市民総合体育館 下石森・上石森区
9 月 8 日㈮ 七日市場公会堂 七日市場区

牧丘地域
月　　日 会　　場 該当地区

8 月 1 日㈫ 牧丘町保健センター 諏訪地区
8 月 2 日㈬ 中牧多目的集会施設 中牧・西保地区

三富地域
月　　日 会　　場 該当地区

11 月 9 日㈭ 基幹集落センター 三富全地区

～成人健康診査のお知らせ～　　問 保健課保健指導担当　☎� 1111　（内線 412 ～ 416）

健康管理のため��� ����� ��������、�� ����� ��������年に 1 回は健康診査を受けましょ
う！ 65 歳以上で基本健診を受ける人は検査の項目が
増えます。これは、生活機能低下を早期に発見するこ
とにより、介護保険の対象となるのを防ぐためです。

■検診項目と負担金
胸部レントゲン検診（結核・肺がん検診）	100 円
喀痰検査（肺がん検診）………………………400 円
腹部超音波検診（腹部がん検診）……………500 円
胃レントゲン検診（胃がん検診）……………500 円
循環器基本検診・肝炎ウィルス検診……… 1,000 円
大腸がん検診……………………………………200 円
乳がん検診………………………………………800 円
子宮がん検診………………………………… 1,000 円
骨粗鬆症検診……………………………………200 円
歯科検診（歯周疾患検診）……………………600 円
※検診項目の詳細は、広報やまなし 4 月号を
ご覧＜ださい。
■持ち物
①山梨市成人健康診査票
②健康手帳（持っている人のみ）
※持����������������っていない�����������人には当日交付します。
③自己負担金（受診する検査項目を確認の上、釣り銭
のないよう���������ご用意ください��。）
■受付時間
午前 8 時 30 分～ 10 時 30 分

■成人健康診査地区別日程

《����諸注意�》
●山梨市成人健康診査票を 17 年度胸部レントゲン検診受

　�������������������������診者と基本健診のみを受診された人に郵送します。健診

　�����������������������票の太枠内を記入して、当日必ずお持ちください。

●健康診査票が郵送されなかった人で、受診を希望される

　�������������������������人は、郵送しますのでご連絡ください。また、健康診査

　���������������������������票は、保健センターおよび健診会場にも用意してあります。

●子宮がん検診・乳がん検診・歯周疾患検診は、申�����し����込み後、

　������������早めに受診してください。

●該当地区の健診日で都合の悪い場合は、他の会場でも受

　����������け���������ることができ���ます。

●この健康診査の診査票や結果などの個人情報は、統計的

　�������������������������に処理するもののほか、個人の健康管理・介護予防の目

　��������������������������的で市と健診機関で情報共有する以外には使用しません。

　ひとり暮らし高齢者などで寝具の洗濯が困難な方に
対して、衛生管理を支援し健康の保持を図ることを目
的に、洗濯乾燥サービスを行います。

■利用対象者　
　市内在住で、次のすべてに該当する人
　●おおむね 65 歳以上のひとり暮らし高齢者、高齢
　　者のみの世帯およびこれに準ずる高齢者並びに身
　　体障害者
　●心身の障害（介護保険の要介護認定が「要介護３
　　～５」相当）および傷病などにより寝具類の衛生
　　管理が困難な人

寝具類の洗濯乾燥サービスのお知らせ
■サービスの内容
　寝具類の洗濯・乾燥を年２回（10 月と３月を予定）
　行います。業者が対象者宅から寝具類を回収し、　
　洗濯・乾燥後、　配達します。
■申込先　お住まいの地区の民生委員児童委員
■申込期間　８月１日㈫から８月 25 日㈮
■対象品目　対象者が直接使っている寝具
　　　　　　（敷き布団、掛け布団、毛布など）
■費用　無料（大きい寝具や３枚以上の場合は、費
　用の半額を負担していただきます。）

【問い合わせ】　
　保健課介護予防担当　☎� 1111（内線 174）
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福
祉
・
介
護

「麻しん」「風しん」の予防接種が変わりました
《注意》
①どちらか片方だけしか済んでいない場合も、第２
期は混合ワクチンで接種できます。
②すでに、麻しんまたは風しんの病気にかかってし
まった場合は、他方について単独ワクチンで受けて
ください。
③第１期を混合ワクチンで受けた場合は、主治医と
相談の上、片方ずつ（４週間以上の間隔で）単独ワ
クチンで受けてください。

　平成 18 年 4 月から麻しん風しん予防接種は、免疫
を確かなものにするため混合ワクチンによる 2 回接
種※１となりました。
　また、6 月 2 日に予防接種法が改正され、2 期につ
いては、該当する年齢の子ども全員が対象※ 2 となり
ました。
　第１期は１歳になったら、また、第２期は小学校
入学の前年度に受けるようにしてください。

※１
■麻しん風しん予防接種と対象者

平成 18 年３月 31 日まで 平成 18 年４月１日から
予防接種 対象者 回数 予防接種 対象者 回数
麻しん 生後 12 か月～

　生後 90 か月未満

１回 麻しん風しん
（混合ワクチン）

第１期 生後 12 か月～生後 24 か月未満 １回

風しん １回 第２期 ５歳以上７歳未満の子で、小学校入学の
前年度１年間 ( ４月１日～３月 31 日） １回

※ 2
■第２期の予防接種対象者（６月２日改正）

改正前 両方とも接種していない子のみ対象

改正後 該当する年齢の子ども全員が対象
( 両方とも接種済みの子・片方のみ接種済の子含む )

　いずれの接種方法でも、費用は市で助成
しますので、保護者の負担はありません。

【問い合わせ】　　　　　　　　　　　　　
　　　　　保健課保健指導担当　
　☎� 1111（内線 414 ～ 416）

健　康
～老人健康教室および

老人医療費受給者証交付～

■日　時　８月 31 日㈭
　午前９時 30 分～ 10 時
■場　所　山梨市保健センター
■対象者　昭和 13 年９月１日～
９月 30 日、昭和 11 年８月２日
～９月１日生まれの人。該当者に
は、交付日の約１週間前に通知し
ます。

【問い合わせ】
　市民課国民健康保険担当
　☎� 1111( 内線 146、148)
　牧丘・三富支所住民生活担当

　「平成 18 年度人間ドック」の
受診申し込みを引き続き受け付け
ています。申込方法など詳しいこ
とは、広報やまなし４月号 37 ペー
ジをご覧ください。
　なお、申し込みは先着順とし、
定員を超えた場合は抽選とさせて
いただきます。

【申込受付締切】
　８月 11 日㈮ ( 当日消印有効 )

【受診期間】　９月１日㈮～
平成 19 年２月 28 日㈬
※受診票などの送付は、18 日㈮
を予定しています。

【問い合わせ】
　保健課保健企画担当　
　☎� 1111( 内線 412、413)

～人間ドック受診申し込みを

　　　受け付けています～

～血液サラサラ体験教室

　　　　９月分予約受付～

■予約受付日　８月 18 日㈮　
■受付時間　午前９時～正午
■実施日
９月６日㈬　
　場所：牧丘町保健センター
　対象：市内在住者
９月７日㈭　
　場所：山梨市保健センター
　対象：山梨地域（旧山梨市）
　　　　在住者
■定員　
　両日とも 19 人
※先着順。定員になり次第、受付
を終了します。

【予約・問い合わせ】　
　三富支所住民生活担当
　☎� 2121（内線 316）
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情　
報やまなし

2006.8

　���������������������������������★��������������������������������母子健康手帳は必ずお持ちください。���������������★��������������受付時間は厳守してください。
　���������������������������������������★��������������������������������������今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。

～健診の日程は、年間予定表をご覧ください。～

項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者
母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

８月 10 日㈭
午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦
８月 24 日㈭ ※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。

　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121９月 14 日㈭
前期離乳食教室 ８月　１日㈫ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年３. ４月生まれの児の保護者
育児学級 ８月 22 日㈫ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 18 年５月生まれの児の保護者
親子ふれあい教室 ８月 25 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 17 年９月生まれの児の保護者

＊後期離乳食教室 ９月　７日㈭ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年１. ２月生まれの児の保護者
＊定員 20 人です。事前申込が必要ですので、ご注意ください。

＊両親学級③ ９月　８日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年 11.12 月出産予定者
＊両親学級④ ９月 15 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18 年 11.12 月出産予定者
＊両親学級① ９月 22 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19 年１. ２月出産予定者
＊両親学級② ９月 29 日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 19 年１. ２月出産予定者
＊両親学級は、全ての回において事前申込が必要ですので、ご注意ください。

８月の学級・講習会 問保健センター☎� 1111( 内線 414 ～ 416)

子育て
～親子おやつづくり教室

　　　　　を開催します～

～「やまなし子育て応援

   カード事業」協賛店募集～

　親子でおやつづくりに挑戦！おい
しいおやつを親子で楽しく作りま
しょう。
■日　時　８月 19 日㈯
　午後１時 30 分～４時
■会　場　笛吹川フルーツ公園
　クッキング教室
■対　象　市内小学生と保護者
■定　員　親子 15 組
■講　師　竹下秀子さん
■費　用　無料
■持ち物　エプロン、三角巾
■申込方法　８月１日㈫から電話受
　付開始（定員になり次第締切）

【申込・問い合わせ】
　保健課保健指導担当
　☎� 1111（内線 414）

～咽頭結膜熱 ( プール熱)  

　　　に気をつけよう！～

　咽頭結膜熱は６月から９月頃まで
流行する小児感染症です。プールな
どを介して流行することがあるた
め、プール熱とも呼ばれています。
主な症状は、発熱、咽頭炎、結膜炎
です。
　咽頭結膜熱にかからないために、
次のことに注意しましょう。
１、タオルなどの共用はやめましょう。
２、流水と石けんによる手洗いやうが
いを励行しましょう。
３、プールから上がったら、シャワー
を浴び、眼を洗い、うがいをしましょ
う。
４、感染者との密接な接触は避けま
しょう。

【問い合わせ】　
保健課保健指導担当　
☎� 1111（内線 414 ～ 416）

　県および市では、子育て家庭を
経済的に支援していただける店舗
や施設を募集しています。
　この事業は、「やまなし子育て応
援カード」※を持参した方にさまざ
まなサービスを提供する事業です。
　（サービスの例）
　○日は○％引き！
　△日はポイント◦倍 !!
　　　などお店独自のサービスを
 ■申込手続
　所定の用紙に必要事項をご記入
の上、お申し込みください。

【申込・問い合わせ】
少子対策課子育て推進担当
☎� 1111（内線 152、153）
ﾌｧｸｽ� 2800
※「やまなし子育て応援カード」は、
県内で 18 歳未満の子どもが 3 人
以上いる家庭に交付されます。
　交付申請の手続きなどについて
は、来月号でお知らせします。

★「第７回やまなしし子ども
フェスティバル」については、
27 ページをご覧ください。



五

世帯と人口 (2006.7.1現在 )

人　口	 39,331人
	 男	 18,933人
	 女	 20,398人
世帯数	 14,184世帯
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信玄公の隠し湯の一つと言われる川浦温
泉（三富川浦地区）。

　表紙の「夢の庭園」は、ここから見る景色が夢のように美しいということから名づ
けられたと聞きます。 大

おおだるみ

弛 峠までの道のりが一苦労というイメージがありますが、林
道が完全舗装となり、標高 2,360 メートルの峠まで以前より簡単に行くことができる
ようになりました。夢の庭園までの歩道も整備されています。「登山＝キツい、辛い」
というイメージをお持ちの方もいるかと思いますが、市内にはハイキング気分で登れ
る山もあります。８月８日はやまなし「山の日」、今年の夏は山に出かけてみましょう

（お出かけになる前には、道路情報などの確認を必ずお願いします）。　 ＥＫ

川
浦
の
湯
と
信
玄
の
隠
し
湯

　

戦
国
の
名
将
、
武
田
信
玄
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の

中
で
も
、「
信
玄
の
隠か
く

し
湯
」
は
現
代
の
私
た
ち
に

と
っ
て
最
も
な
じ
み
深
い
も
の
の
一
つ
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
武
田
信
玄
」
の
時
代
考
証

を
手
が
け
た
上
野
晴は
る
お朗
氏
は
、
雑
誌
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
・
ス
ト
ー
リ
ー
武
田
信
玄
』
の
中
で
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
山
梨
に
は
、
昔
か
ら
信
玄
の
隠
し
湯
と
い
う
の

が
あ
る
。『
隠
す
』
と
は
つ
ま
り
、
敵
国
に
知
ら
れ

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
信
玄
ひ
と
り

が
入
湯
し
、
秘
密
に
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

家
臣
思
い
の
信
玄
が
、
戦
争
で
負
傷
し
た
部
下
の

治
療
を
こ
れ
ら
の
温
泉
で
行
わ
せ
る
た
め
で
、
こ

と
さ
ら
に
負
傷
者
の
実
態
を
隠
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
温
泉
は
、
原
則
と
し
て
公
的
に
運
営
さ

れ
て
い
た
。」

　

秘
湯
・
名
湯
の
い
わ
れ
を
歴
史
上
の
英
雄
と
結

び
つ
け
て
語
り
継
い
で
い
る
様
子
は
、
全
国
各
地

い
た
る
所
で
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
「
信
玄
の

隠
し
湯
」
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
は
県
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
主
に
信
玄
が
領
国
の
拡
大
を
図
っ
た
長

野
県
・
神
奈
川
県
・
静
岡
県
な
ど
に
も
広
が
っ
て

い
る
。

　

さ
て
、
三
富
地
区
に
あ
る
川
浦
温
泉
も
「
信
玄

の
隠
し
湯
」
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
温

泉
に
ま
つ
わ
る
文
書
が
甲
州
市
の
恵
林
寺
に
残
さ

れ
て
い
る
。
文
書
は
永え
い
ろ
く禄
四
（
一
五
六
一
）
年
五

月
十
日
（
旧
暦
）
付
け
で
武
田
信
玄
か
ら
恵
林
寺

に
当
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
、「
河
浦
（
川
浦
）
に

湯
屋
を
造
営
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
よ

う
に
勧
進
に
よ
っ
て
費
用
を
賄
い
、
寺
の
評
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ゅ
う

定
衆

（
決
定
機
関
）
が
指
揮
を
と
り
な
さ
い
。」（
意
訳
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
勧
進
」
と
は
、
寺
院
の
建
立
・
修
築
の
た
め
に

人
々
か
ら
寄
附
を
集
め
る
こ
と
で
あ
る
。
信
玄
は

こ
の
文
書
で
、
川
浦
の
湯
屋
造
営
に
つ
い
て
、
そ

の
費
用
を
恵
林
寺
が
寄
付
金
で
賄
う
こ
と
を
認
め

て
い
る
。

　

当
時
、
川
浦
は
恵
林
寺
の
領
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
の
恵
林
寺
検
地
帳
（
恵

林
寺
蔵
）
か
ら
わ
か
る
。
恵
林
寺
の
領
地
内
に
あ

る
川
浦
温
泉
に
、
寺
の
施
設
と
し
て
「
湯
屋
」
を

造
営
し
、
そ
の
費
用
は
勧
進
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と

と
し
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
湯
屋
を
造
営
し
た
目
的
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
上
野
氏
が
言
う
よ
う
な
性
格
の
も
の
だ
と

す
る
と
、
近
い
う
ち
に
負
傷
者
が
出
る
よ
う
な
戦
が

起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
の
文
書
が
発
給
さ
れ
た
永
禄
四
（
一
五
六
一
）

年
、
信
玄
に
と
っ
て
当
面
の
敵
は
越
後
（
新
潟
県
）

の
長な
が
お
か
げ
と
ら

尾
景
虎
（
後
の
上
杉
謙
信
）
で
あ
っ
た
。
景

虎
は
同
年
、
関
東
管
領
に
就
任
し
、
姓
を
上
杉
、

名
を
政ま
さ
と
ら虎
と
改
め
て
い
る
。
関
東
管
領
と
は
、
も

と
は
室
町
幕
府
が
東
国
を
支
配
す
る
た
め
に
設
置

し
た
鎌
倉
府
の
長
官
鎌
倉
公
方
の
補
佐
役
だ
が
、

戦
国
期
に
は
有
名
無
実
化
し
て
い
た
。

　

名
目
だ
け
の
役
職
と
は
い
っ
て
も
、
甲
斐
を
は

じ
め
と
す
る
関
東
十
か
国
を
統
括
す
る
関
東
管
領

と
も
な
れ
ば
、
関
東
諸
大
名
の
上
位
に
立
つ
こ
と

と
な
り
、
自
分
に
逆
ら
う
者
と
戦
う
大
義
名
分
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
信
玄
は
、
景
虎
の
そ
う
い
っ

た
姿
勢
を
感
じ
取
り
、
大
き
な
戦
が
あ
る
こ
と
を

予
測
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
際
に
、
そ
の
年
の
九
月
十
日
（
旧
暦
）、
川
中

島
に
お
い
て
両
軍
は
激
突
し
て
い
る
。
来
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
山
本
勘
助
が
策
を
立
て
、

上
杉
軍
を
挟
み
撃
ち
に
し
よ
う
と
し
た
が
見
破
ら

れ
、
勘
助
自
身
も
討
ち
死
に
し
た
（『
甲
陽
軍
鑑
』）

と
さ
れ
る
第
四
回
川
中
島
合
戦
で
あ
る
。

　

こ
の
戦
い
で
傷
つ
い
た
将
兵
た
ち
が
、
川
浦
の

湯
で
傷
を
癒い
や

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
信

玄
自
身
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
川
浦
の
湯
か
ら
は
、
各
地
に

広
が
る
「
信
玄
の
隠
し
湯
」
の
実
態
を
垣か
い
ま間
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。　
　
（
生
涯
学
習
課
）


